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「ふっ……んんっ、あっ」

　蕩けるほど濃密な口づけに、思わず甘えたような嬌声がこぼれている。

　強ばっていた身体から力が抜けているのは、情熱的に求められているからか。それとも、心地よい疼きを抑えきれないからか。無抵抗のまま、何度も口づけを交わされる。

「ん……ぁんっ」

　舌を絡ませ、むさぼるような口づけはとても激しい。快楽を求めるように身体が動き、我慢できずに何度も甘い吐息が漏れている。

「あ……っ！」

　秘部に触れられたわけでもないのに敏感に反応し、ビクンと身体がひくついていた。嬌声は、重ねられた唇によってふさがれていた。

「こんなに感じて、いやらしいな」

「やっ……んんっ──」

　男が熟れた果実を弄ぶ度に、卑猥な音が周囲に響いていく。

　何度も甘美な喘ぎ声が漏れ、「んぁっ！」と濡れた悲鳴がこぼれる。

「やっ、んっ……んぁっ……！」

　心地よい快感に堪えることができずに、ぺたんとその場にへたり込む。身体は火照り、息を整えることもままならない。

「可愛い声で鳴きやがって」

　男に腕を掴まれても、もはや抵抗せず、そのままベッドに連れて行かれて、そっと寝かされる。

　ギシッとベッドが軋む音がする。見れば、男が覆い被さるように身を乗り出してきていた。

　はだけて露わになった胸元へと手を伸ばしながら、男は囁くように言った。

「いいんだな？　もう、止められないぞ」

「うん……来て。んぁっ……！」

　押し倒してくる男の乱暴な口づけによって、恥じらうその声はかき消されていく。
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「……はぁ。こんな恋愛、一度で良いから私だって……」

　テレビから漏れる光が眩しい部屋の中で、茅野桃花は溜息をこぼした。

　目の前には、今まさに濡れ場へ突入した、男女のカップルがいる。

　といっても、実際に目の前にいるわけではない。彼らは、桃花が珈琲片手に一人で観ている映画──〈甘い誘惑〉のキャラクターだからだ。

　それは、身分の違う男女の恋を描いた物語で、典型的な王子と庶民のラブロマンス。

　もちろん桃花だって、現実に映画のような出逢い──それも王子との恋に発展する──があるとは、思っていない。

　そもそも桃花は、恋愛映画なんか滅多に観ない。なのに、なぜ今日は観ているのか。

　それは、一枚の手紙がきっかけだった。

「……幸せそうに笑っちゃって」

　桃花は、手元に置いてあったそれに視線を落とす。友人から送られてきた、一面に幸せオーラが溢れる手紙だ。

　──私たち、結婚しました！

　ポップな書体で書かれた文字の下には、ハート型に切り抜かれた写真。花嫁姿の友人が、新郎の隣で満面の笑みを浮かべている。

「次はアンタの番よ、か。そりゃ、私だって恋くらい……」

　珈琲を一口含んでから、桃花はポツリと口にする。

　きっと、恋の噂が一つもない私を心配してくれたのだろう。昔と変わらない優しさに、思わず笑みがこぼれる。

「でも、今の私には必要じゃないの」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいた後、ゆっくりと珈琲を飲む。インスタント特有の底に沈殿する苦みが口中に広がる。ほろ苦さが切ない余韻を生み、思わず表情が泣きそうに歪む。

「にが……」

　この苦さは、自分の悩みのせい？　恋したい気持ちにフタをして、自分の夢を優先することに、迷っている？

「私は間違ってなんかない。間違ってなんか……」

　そう言ってから、桃花はグイッと一息に珈琲を飲み干した。

　そして空っぽになったマグカップを持ち、すっくと立ち上がる。そのまま桃花はキッチンへと向かった。

　そこに置かれたｍｙバリスタマシン──その手前にマグカップを置いてから、「パシッ！」と一度だけ、自分の頬を叩いた。

「お店を建て直すまで、恋は封印！　ぶれるな、私！」

　そう言って、気持ちを奮い立たせる。

　ふと時計を見ると、時刻は夜の二時。どうやら夜更かしが過ぎたようだ。

　今日も朝は早い。そろそろ寝ないと。

　そう思った桃花は、テレビの方を振り返った。画面では、未だに絡み合う男女の姿が写る。

「恋なんて、いつでもできるんだから」

　桃花はそれだけ言って、テレビの電源をオフにした。





第一章　フレグランスは不穏に香る




　一．




　珈琲豆専門店「フローライト」。

　アパレル関係の店や映画館、レストランなどを複合した大型施設の一角に、その店はある。

　飲食メニューなどは置かず、珈琲豆だけを取り扱っていた。

　そのためか、人で賑わう昼の時間帯なのに、店の中にお客と思しき人は見当たらない。レトロな雰囲気を強調するようなクラシック音楽が、ただ流れているだけだ。

「いつもの光景とはいえ、このままだとまずいよね……」

　そんな静かな店内に、ポツリと言葉がもれる。

　思いの外大きく響いてしまい、店のレイアウトを変更していた桃花は、無性に恥ずかしくなった。

　今日の桃花は、淡いブルーのストライプが引かれた七分袖のシャツ、ベージュのタイトなロングパンツという服装をしている。シャツの上からは膝下まで丈のあるベスト付きのエプロン、頭の上にはハンチング帽を被っていて、どちらも黒一色。

　店の雰囲気に合う、カジュアルなスタイルだ。

　そんな桃花は、店の入り口まで向かって外の様子をうかがう。

　予想はついていたが、人はいない。正確には、「フローライト」にやってくる人がいない、ということ。

「……やっぱりカフェスペースもあった方がいいのかな」

　そう思ったが、無理に展開することでお店の雰囲気を壊すことはしたくない。ただでさえ悪い売り上げが、これ以上ひどくなったら困る。

「なんて、弱気になってちゃダメよね。こんな風じゃ、来るはずのお客さんも入りづらくなっちゃう！」

　桃花は落ち込みかけていた自分に気合いをいれて、無理矢理そう言い聞かせる。

　おもむろに、エプロンのポケットから一枚の写真を取り出した。

　そこに写っているのは、朗らかに笑う男性と、桃花がそのまま歳をとったような女性の二人。それは、今は亡き桃花の両親。

「待っててね、お母さん、お父さん。私が絶対、二人の夢を叶えるんだから」

　そう言った桃花の瞳には、さっきまでの弱々しさは全くなかった。




　二．




　──カラン、カラン。

　しばらくした頃、入店を知らせる鈴の音が店内に響き渡る。

「あ、いらっしゃいま──」

　桃花は満面の笑顔を浮かべながら、明るい様子で声をかけようとした。しかし、その言葉は最後まで言えずに途切れてしまう。

　そこにいた男性の姿に、思わず見惚れてしまったからだ。

　甘いマスクと言えばいいのだろうか。毛先を軽く遊ばせた茶髪に、きりっとした眉……それら全てを輝かせる端正な顔立ちは、まるで俳優みたいだった。

　ピシッとグレーを基調にしたスーツを着こなす姿は、とても様になっている。スリムなのに肉体には男性的な力強さが感じられ、桃花はそのシルエットに見惚れてしまった。

「あの、何をお探しでしょうか？　よろしければお伺いいたしますよ」

　男性の姿を意識していたからか、変に声がうわずってしまった。けれども、いまさら言い直すのもおかしく思えて、桃花は気にせず続ける。

「そういえば、先日入荷したばかりの豆がありますよ。よろしければ、試飲なさいませんか？」

　しかし男性は、桃花の言葉をまったく聞いていない様子で、店内をジロジロと見回していく。

　あれ？　もしかして私、無視された？

　男性の行動がいまいちつかめなくて、頭の中で考えがぐるぐると空回りする。

　いや、ただシャイなだけかも。

　私の声、小さかったかな？

　一人で考え続けていると、店内を物色していた男性がようやく口を開いた。

　けれども桃花は、何を言われたのかまったくわからなかった。なぜなら男性が、

「先月の売り上げ、いくらだ？」

　と、いきなり聞いてきたからだ。

　さすがにムッとした桃花は、男性に向かって、

「失礼ですが、そういった情報をお客様にお伝えすることはできかねます」

　と語気を強める。

　すると男性は、口に手を当てて笑い出す。

「何かおかしいことでも言いましたか？」

「いや、そんなに敵意をむき出しにされるとは思ってなかったんでね」

　いったいこの人は何を言ってるの？　敵意とか、ワケわからないんだけど。

　そんな思いが表情に表れていたのか、男性はなおも笑いながら言う。

「ああ、自己紹介しよう。俺はこのモールの責任者、真ま宮みや泰やす雅まさ。つまり、店のオーナーである君の上司。何だ、責任者も知らないのか？　ちゃんと確認しとけよな」

「え、真宮って……？」

「さっさと売り上げを教えろ。あまり時間ないんだよ。ほら、早く！」

　な……何よ、その態度！　偉そうに……！

　思ってもみなかった反応を返されて、桃花は心の中で毒づいた。

　桃花の心情なんか知るよしもないといった真宮の態度が、余計に苛立たせる。しかし、その感情を奥の方に押し込めて冷静に言った。

「……今お持ちいたしますので、お待ちください」

　そう言って、桃花はスタッフルームに売り上げ表を取りに向かった。




「遅い。たかが売り上げを調べるだけで、どれだけ時間をかけてんだ」

　桃花が戻るなり、いきなりキツい言葉が飛んでくる。

　責任者だか知らないけど、何なのこの人？

　思わずムッとしてしまうが、顔に出さないように注意しながら、売り上げ表を真宮に手渡した。

　しばし、二人の間に沈黙がおちる。

　ほんの数十秒。けれど、桃花にとってそれは、とてつもなく長い時間に感じられた。

「あの……」

　沈黙に耐えきれず、桃花は真宮に話しかける。

　しかし真宮は、まったく反応を返す素振りを見せない。

　そうして桃花がもう一度声をかけようとしたとき──。

「おい、何だこのヒドイ数字は」

「……え？」

「売り上げについて聞いてるんだ。見ろ！」

　目の前に突きつけられた紙。そこには、計画のマイナスを示す赤色の数字が記載されていた。

「まさかお前、何も感じてないわけじゃないよな？」

　そう言われ、桃花は言葉に詰まってしまう。

〈フローライト〉が経営難だという事実は、もちろん桃花も知っている。圧倒的にお客の入りが足りていないのが、大きな原因であることも。

「た、確かに赤字続きで、どうにかしないといけないって分かってますけど……」

「なら増やせ」

　増やせ？　そんな簡単に言わないで欲しい。

　虚を突かれて、桃花は固まってしまう。

　そんな様子に真宮は呆れたようで、こめかみを押さえながら大きくため息を吐いた。あからさまに、桃花に聞こえるように。

「黒字にするんだ。もしできないなら、モールから撤退しろ。いいな？」

「そんなっ!?　いきなり言われたって困ります！」

「あのなぁ、これはビジネスなんだよ。わかるか？　赤字を連続計上している店なんか、迷惑なだけ。すぐに止めて欲しいくらいなんだよ」

「そんなこと言わないでください！　だって私にとってここは、この店は……！」

　店の存在をボロボロに否定され、桃花は頭に血が上ってしまい、怒りを抑えきれず声を荒げてしまう。

　しかし最後まで言うことは、できなかった。馬鹿にされそうで、言えなかった。

　──悔しい。

　桃花は、キツく唇をかみしめた。

「ずいぶん必死だな。だったらその熱意が本物か、試してみるか」

　試す？　この人、今試すって言ったの？　……責任者ってどんだけ偉いのよ！

　そう思い、桃花が顔をあげたとき。

「来週、また来る予定だ。そのときまでに、売り上げが好転する方策を考えとけ。別に俺だって悪魔じゃない。黒字になれば文句は言わないんだよ。できるな？」

　真宮から出た意外な提案を、桃花は即座に受け入れる。断る理由はなかった。

「わ、わかりました！　絶対黒字にしてみせます！　腰抜かしても知りませんからね！」

　桃花は自分を鼓舞するように言葉をぶつけた。

「お前、名前は？」

「……桃花です。茅野桃花」

「ずいぶんと可愛い名前だな。よし、大口たたいたんだ。できないとか言って泣かないでくれよ？」

　真宮は意地悪く笑い、もう一度だけ店内を見渡してから、店を出て行った。

「ほんっ──とに感じ悪い人！」

　去り際に真宮から突き返された売り上げ表が、桃花の手の中でくしゃっと歪んだ。




　三．




　啖呵を切ってはみたものの、桃花はまともに店の改善案なんて考えたことなどない。

　もともと両親が経営していた〈フローライト〉。急な不幸に見舞われて継いだから、素人同然だった。ただ、両親の夢を叶えたい──その気持ちだけでは、難しい。

「んー……何かこれも違う。しっくりこない」

　気づけば約束の日まで、今日を入れて二日しかない。

　このままだと、店がつぶされてしまう。それだけは、絶対に嫌！

　しかし、そう思えば思うほど考えが空回り、良い企画が思い浮かばない。

　はぁ。頼れる人、どこかにいないかな……。

　──カラン、カラン。

　そんな風に悶々としていると、店内にベルの音が響き渡る。お客さんだ。

　桃花は素早い所作で、接客スタイルに切り替える。

　──お客さんには笑顔になってもらいたい。

　それは、桃花が仕事をする中で一番大事にしていること。だからこそ、悩んでいる姿を見せたくないのだ。

「いらっしゃいませ！　あ……」

　しかし、〈フローライト〉に現れたのは、大賀篤人。両親がいたころからの常連だ。店で出逢ってから数年は経っていて、軽口をたたけるほど気心が知れた間柄となっている。

「何よ、お客さんかと思ったじゃない」

「えっと……俺ってお客じゃないわけ？　桃花ちゃん、ヒドくない？」

「だって篤人くんだからね」

「うーん……俺、それをどう捉えるべき？」

「ふふ、冗談よ。それより、私服姿って珍しいね」

　その日の篤人は、上が白基調のシャツと赤いスエードのベスト、下は濃紺色のサルエルパンツと、とてもラフな格好だった。

　普段は仕事着なので、桃花の目には新鮮な姿にうつった。

「今日は店の定休日。やることなくって暇だから、ちょっと桃花ちゃんに逢いに来たってワケ。休みでもなきゃ、逢いたくても逢えないしね」

「またそんなこと言って。言っときますけど、割引とかしないからね」

「えー」

　ショックを受けたフリをして、がっくり項垂れる篤人。

　篤人は〈fragile〉という名前の、連日行列ができるほど人気なパティスリーを経営している。ケーキの味が抜群で、桃花もよく買いに行くのだけれど、訪れるお客を見ていると、篤人目当てで来ている人が多い。

　モデルみたいな外見が、みんなの興味を刺激するみたいだ。

　独身であるところも女の子に夢を抱かせるのだろう。確かにこんな好条件の物件、そうはいない。

（それに比べて……）

「はぁ……」

　篤人のことを考えていたら、真宮を思い出してしまった。憂鬱になって、思わずため息が出る。

「……何かあった？」

「え？」

「いや、桃花ちゃんがため息とか珍しいから。……違った？」

「……ホント、篤人くんってそういうところ、よく気づくよね」

　さっきより大きなため息をこぼして、桃花はそう言った。

「よかったら話してみてよ。なんなら、力になるよ」

　真剣な表情で言う篤人。

　この表情を、桃花はよく知っている。これは、事情を話すまでこの場を離れてくれないパターンだ。

　こうなったら、テコでも動かないんだよね、篤人くんって。

　なんだか妹を心配する兄みたいだけど、今はその優しさが嬉しい。

「実は、ちょっと困ってることがあって……」

　他に頼れる人を思いつかない桃花は、思い切って篤人に相談を持ちかけた。




「うーん……売り上げが上がるような企画かぁ」

　あごに手を当てながら、難しい表情で悩んでいる篤人。うんうん唸っている。

「やっぱり難しい？　ああ、なんであんなことハッタリかましちゃったんだろ、私……」

　後悔しても遅いけれど、そう思わずにはいられなかった。

　考えてみれば、真宮が言ったことはほとんど正しい。言葉が厳しかっただけで、間違ったことは言っていなかった。むしろ間違っていたのは、自分の方だ。

　だけど、と桃花は思う。だけど、あんなに〈フローライト〉を馬鹿にされて耐えられるほど、桃花は人間ができていない。

　そのとき、店にいたスタッフの一人が、

「お店の宣伝と売り上げアップ、両方一緒にできれば解決できそうですけどね」

　ともらした。

「それって、移動販売のクレープ屋みたいなこと？」

「ええ。まあ、思いつきですけど」

　確かにそれができれば、客足も増えて売り上げも上がる。そこで桃花は、あることを閃いた。

　でも、私にできるのかな？

　自信はなかったけど、せっかくなら挑戦したい。

「──こういうのってどうかな？」

　強く思った桃花は、篤人に案を話してみることにした。




　桃花が考えたのは、移動カフェで集客を増やすことだった。

　珈琲豆専門店だから、〈フローライト〉は当然世界中から色々な種類の豆を仕入れている。季節によって扱う豆も変わるので、バリエーションの豊富さで勝負できると考えたのだ。

「うん、それいいよ、桃花ちゃん。成功すれば売り上げすんごい伸びるよ！　というか、桃花ちゃんの笑顔で大評判になるんじゃないかな？」

「そ、そうかな？」

「そうだよ、自信持って！　その人、絶対に腰抜かすって」

　篤人があまりに自分を褒めるので、桃花は照れてしまう。とはいえ、純粋に嬉しい。

「でも、それだとちょっと複雑かなぁ」

「え、なんで？」

「だって、俺が桃花ちゃんの笑顔が独り占めできなくなっちゃうじゃん。それは何ていうか、複雑だよ……」

「ちょっと！　な、なに言ってるのよ！」

　まるで告白みたいなことを言われて、桃花は頬が上気していることがよくわかった。恥ずかしさのあまり、篤人の目を見られなくなってしまう。

　もう、変な風にからかうんだから！　篤人くんはいっつもそう！

　とはいえ正直なところ、桃花は嬉しかったりする。

「これで企画立ててみようよ、桃花ちゃん。俺も協力するからさ」

　そんな葛藤をよそに、篤人がそう言ってくる。

「あ、ありがと。……ちょっとやってみる」

　桃花はどぎまぎしながらもそう言って、頷いた。




　四．




「企画はできてるだろうな？」

　約束した日の夕方。

　真宮は忘れることなくやってきた。

　余裕そうな態度が、なんだか癪に障って仕方ない。

「もちろんできてます」

「へぇ……ずいぶん自信があるみたいだな。ま、あれだけ大口たたいたんだから、自信のない企画なんて出せないか」

　真宮は、微笑しながら桃花の神経を逆撫でするように、そう言った。

「で、どこで話すつもりだ？　客もいないようだし、別に店内でも構わないが」

　その言葉に、桃花は自然と頬が引きつってしまう。乾いた笑いしか浮かばない。

「ええっと、店内はちょっと……スタッフルームにしましょう」

　お客がいないって……何よ、私への嫌みのつもり？　見てなさいよ、ぎゃふんと言わせてやるから。

　桃花は心の中で真宮への怒りを感じながら、カウンター奥にあるスタッフルームへと案内するのだった。




　スタッフルームに通してから、桃花はしまったと思う。

　なぜなら、ろくに片付けもしておらず、雑多な物で溢れていたからだ。

　といっても全て珈琲に関する物で、仕事柄仕方のないことだけど。でも、少しは片づけておくべきだった。それに真宮は嫌みな人間だから、何か言われるに違いない。

「ごめんなさい。片付けが間に合っていなくて……」

　机の上に置いておいた企画書を手に取りながら、桃花は椅子に腰掛けている真宮に向けて言い訳する。

　企画ばかりに気を取られて他が疎かになるなんて……何やってるのよ、もう……。

「……別にいい。話さえできればこっちは構わない」

　しかし意外にも、部屋のことには無反応だった。むしろ、感心したといった様子。心なしか表情が緩み、嬉しそうにしている。いったいどういうことなんだろう？

　まぁ、何も言われないならいっか。問題は企画の方だし。

　そう判断して、桃花は企画書を真宮に手渡した。

　真宮は黙って企画書に目を通し始める。しばらく企画書をめくる音だけが響いていた。

　読み終えた後、真宮が桃花の方へと顔を向ける。そしてようやく口を開いた。

「移動カフェか。思ったよりまともな企画を持ってきたな。てっきり話にならないレベルかと思っていたが」

　嫌みとセットとか、この人って普通に褒められないの？

　桃花は言い方に腹が立ってしまう。とはいえ、好感触なのは意外で、「赤字だってこと、私も少しは気にしてますし……」と間が抜けたことを言ってしまった。

　その反応を見た真宮は、さも驚いたと言わんばかりに目を丸くする。

「わ、私だってオーナーなんです、気にしないワケないじゃないですか。あなたがどう思っていたのかは知りませんけど……もしかして、私のこと馬鹿にしてます？」

「馬鹿にしたワケではないが、そう思ったのなら謝る。悪かった」

　そう言って、真宮は素直に頭を下げてくる。

　その姿に毒気を抜かれ、「私も、その……言い過ぎました」と桃花も謝った。

「……俺のビル──真宮系列のオフィスビル敷地内でなら、やってみる価値はある」

「え？　それってどういうこと、ですか？」

「企画を許可してもいいってことだ。上手くいけば、今までの赤字を帳消しにできる可能性もあるからな」

「じゃあ……」

「理解が遅いやつだな。進めてみろってことだよ、この企画」

「……ホントに？」

　もしかして、これで〈フローライト〉も生き延びることができる？　だとしたら、まだ終わりじゃないってこと？

　桃花はモールからの撤退がいったんは回避されたことに、安堵する。

「──ただし、条件がある」

「条件？」

「ああ。そうだな、まずは俺に珈琲を試飲させてくれ。話はそれからだ」

　真宮はそれだけ言うと椅子から立ち上がり、スタッフルームから出て行ってしまう。

　何のために珈琲を入れるのか桃花は理解できなかったけど、言われるままに珈琲の支度をするのだった。




　ミルを使って豆を挽き、フィルターに挽いた豆を入れる。それからじっくりと時間をかけて、味に深みを出すように抽出していく。

　珈琲豆専門店なので、お客さんの目の前で淹れることは多い。それはパフォーマンスにもなるし、味の違いや珈琲の深さを、実際に体感してもらえるからだ。

　だからだろうか。今の〈フローライト〉は、こだわりを持つお客さんが大半だった。

　店内にある小さなテーブル。試飲スペースとして使っている場所だが、そこに真宮は腰をかけていた。なにやら難しそうな表情をしている。

　そんな真宮のもとに、トレーを抱えて桃花は向かった。

「どうぞ。右がキリマンジャロ、真ん中がブルーマウンテン、左がコロンビアです」

　丁寧な所作で、カップを置いていく。

　店内に珈琲の香りが広がっていき、桃花の表情は自然と和らいだ。

　見れば真宮も、少しだけ表情の固さが柔らかくなったように思える。

「香りは、まあ問題なさそうだな。ということは、豆の管理が適切だといえるな。伊達に専門店じゃないってワケか」

「当たり前じゃないですか。豆が命なんですから」

「今のは褒めたんだが……。君はアレだな、もう少し大人の女性になった方がいい」

「……ちょっと、それはどういう意味ですか？　セクハラ発言は許しませんよ」

「思ったままを言っただけだが？」

　それだけ言うと、真宮はキリマンジャロを淹れたコーヒーカップを手に取った。そして静かに口に含む。

　セクハラ発言するなんて……やっぱり最低。

　桃花はそう思いながら、横目で真宮を睨みつけた。すると、珈琲を一口飲んだ真宮が、一瞬だけ驚いた表情をする。

　もしかして、淹れるときに何かミスしちゃった？

　気になった桃花は、注意深く真宮の顔を見る。しかし全ての珈琲を飲み終わるまで、その表情を再び見せることはなかった。

　そうして珈琲を飲み終えた真宮の第一声は、冷たいものだった。

「こんな味じゃ許可できないな。予想はしていたが、この味じゃ商品として出すわけにはいかない。お客からお金ををもらえるレベルにない」

　その答えに納得できず、桃花は真宮を問い詰める。

「商品化できない味って、何ですかそれ！　どうしてあなたにわかるの？　ううん、少し飲んだだけでわかるはずがないでしょう！　一度許可してからダメだなんて、やっぱり馬鹿にしてたの？」

「いや、さっきも言ったが、思ったままを言っている」

「思ったままって……あなたに珈琲の何がわかるっていうの？」

　もう退けなかった。

　嫌みを言われ続けた上に自分の好きなものを馬鹿にされ、黙っていられるほど、桃花は人間ができていない。

　間接的に両親を否定されたようにも感じ、許したくないという感情が働いてもいた。

「──わかるから言ったんだ」

　真宮の口調は、驚くほど淡々としていた。だからなおさら、言葉が冷たく響く。

　あまりの冷たさに、桃花はたじろいで言葉に詰まった。

「そうだな……今の君は、蒸らしの間隔が長すぎる、豆の選定、焙煎の仕方が自己流になっている……まずはそれを直せ。これだけで、味は一段と深みを増す」

「いきなり何を──」

「アドバイスしてやったんだ。騙されたと思って試してみろ」

　真宮は愉快そうに笑いながらそう言って、ゆっくり椅子から立ち上がる。そして店の入口に向かって歩いていった。

　そうして去り際。真宮は立ち止まって、桃花に背を向けた状態で言う。

「また来る。それまでに味を何とかしとけ。できるだろ？」

「ちょっと、待ってください!!」

「悪いが時間だ。ここだけが担当じゃないんでな」

「そんな、一方的に勝手なことばかり言って。こっちの話はまだ終わっていないんですけど！」

　桃花は必死に言ったが、真宮には取り付く島がない。

「はは、面白いことを言う。君みたいに気の強い女性は初めてだが……意外と悪くないかもしれないな。──俺は泰雅。次からはそう呼んでくれ。じゃあな、勝ち気で可愛いオーナーさん」

　そうして最後。そんな風に言って真宮──泰雅は〈フローライト〉を後にする。

　外はうっすら暗くなり、夕陽はほとんど沈みかけていた。




　五．




「あーもうっ！　何なのよあの人、偉そうにしちゃって」

　バッグや上着を部屋の中に適当に放り投げてから、桃花はベッドに身を投げ出す。

　思ったより勢いがついていて、衝撃でスプリングが軋んで悲鳴のような音を出した。

　ベッドが痛いと訴えているようで、少しだけ悲しくなる。なぜならその音が、まるで自分の心の声おように思えたから。

　いつもなら考えないようにすれば消えてしまうはずなのに、泰雅の嫌みったらしい言葉は一向に頭から離れない。そして困ったことに、忘れたいと思えば思うほど、嫌なことはこびりついて離れないことが多いのだ。

「好き勝手言うし、デリカシーないし……次こそぎゃふんと言わせてやる」

　桃花は愛用している抱き枕に顔をうずめながら、一人静かに決意する。どんなに謝ったって、許してあげないから。

　逢って二回目なのに、桃花の中で泰雅の評価は、最低ランクになっていた。

　そのとき、携帯電話の着信音が聞こえてくる。

　桃花はのろのろとベッドから起き上がり、床に投げ出してあるバッグの中から、それを取り出した。

「こんな時間に誰──って、篤人くんからだ」

　何かあったのだろうか。とりあえず、桃花は電話に出ることにする。

「もしもし？」

「あ、桃花ちゃん。ごめん、もしかして寝てたかな？」

「ううん、今帰ってきたところ。どうしたの？　電話なんて珍しいじゃない」

「いや、ちょっとお客さんから気になること聞いてさ。一応確認しときたくて」

「確認？　それって私に？」

「そうそう」

　確認されることなんかあったかな？

　思い当たる節はないけど、篤人が嘘をつくとは思えない。

「夕方だったかな。モールにある珈琲店から、口喧嘩みたいなやりとりが聞こえてきたって聞いてさ。もしかして〈フローライト〉かなって思ったら、気になっちゃって」

　夕方。そして口喧嘩。

　その言葉だけで、篤人が泰雅との言い合いのことを言っているのを、桃花は察する。

「……桃花ちゃん？」

「ごめん。それ、私の店……。まさか外まで聞こえてたなんて……あぁ」

　恥ずかしさのあまり、桃花は電話をもったまま、床にぺたんと座り込んでしまう。

　泰雅に大人の女性になれと言われるのも、無理はない。

「え、ホントに!?　桃花ちゃんが言い合いなんて、何があったの？」

「ええっと、その……」

　企画の相談に乗ってもらった手前、どうなったのかを報告するべきだろう。

　進んで言いたい内容ではなかったけれど、仕方なく桃花は話すことにした。




　自分は思ったより根に持つタイプらしい。

　篤人と話していて、桃花はそれを初めて自覚した。

　なぜなら、気づけば泰雅に関してのグチばかりこぼしていたからだ。

「でもさ、あり得ないと思わない？　いきなり、この味じゃダメだとか言っちゃってさ。しかもちょっと口にしただけで。私、さすがに我慢できなくって」

「そうだね。いきなり言われたらイラッとくるね」

「でしょ？　せめてダメだと思った理由くらい言えばいいのに……」

「でもさ、アドバイスはくれたんでしょ？」

「あの言葉を信じるならね」

「じゃあさ、一度言われたとおりにやってみたらどう？　それでその人──泰雅さんだっけ？　の言ったことが正しいのかわかるでしょ」

「それは、まあ……。でも、素直に従うのが何か癪で。悔しいし」

　アドバイスかどうかは知らないけど、確かにやってみるべきだと思う。それはわかっている。桃花だってそこまで馬鹿じゃない。

　でも、素直になれない。もし泰雅の言うことが正しかったら、今まで自分がやってきたことが無意味に感じられてしまいそうで。

「ごめん。さっきからグチばっかだね、私」

　こんな自分を見たら、きっと泰雅は笑うだろう。そう思ったら、泣きたくなってきた。

　篤人の優しさに甘えて何やってるんだろう。いっそ、厳しく怒ってもらいたい。

「いいんじゃないかな、それで。というか、俺の前でくらいグチりなよ」

「……いいの？」

「うん。それに、もし一人でできないなら手伝うし。別にその人、一人でやれとは言ってないでしょ？」

「で、でも」

　そんなことまで篤人に頼っていいのか。桃花はわからない。

「──桃花ちゃんは、どうしたい？」

「私……私は」

　桃花は考える。自分はいったい、何を期待しているんだろうか。そもそもこの話をして、篤人に何を求めていたんだろう。

　わからない。けど、確かなことは一つある。それは──。

「私、あの人をぎゃふんと言わせたいの。言われっ放しは、絶対に嫌だから」

「ははは、桃花ちゃんらしい答えだなぁ。よし！　じゃ、俺も協力しますか！」

　篤人の優しい言葉が、桃花はとても嬉しく感じられた。

「篤人くん、ありがとう。でも、それは本当に困ったときにお願いするよ」

「そう？」

「うん。〈fragile〉に迷惑かけちゃ、あれだし」

「そっか、わかった。だけど、いつでも頼ってくれていいからね」

　頼もしい笑顔を浮かべた篤人が、桃花にはなんだか兄みたいに見えた。




　六．




　数日後、桃花がいつも通り、営業終了後の〈フローライト〉でドリップの練習をしていたときのことだ。

　店内に電話の音が鳴り響く。

　桃花はドリップの作業をやめて、電話があるカウンターへと向かう。

　カウンターの後ろにある壁掛け時計をチラッと見ると、時刻は二十二時を少し過ぎたころ。営業が終了してから一時間近く経っている。

　こんな時間にかけてくるなんて、急ぎの用件だろうか。

　そうして受話器に手を伸ばしたとき、ふと、もしかしたら泰雅からの電話かもしれないと思った。

　泰雅だとしたら、どんな用件だろう。企画が取りやめだと言われても不思議じゃない。

　そう思ったら、途端に受話器を取ることが恐ろしくなる。しかし、コール音が鳴り止む気配はない。

　電話に出ようとするだけで、こんなに神経をすり減らすなんて。

　大丈夫、大丈夫よ。もし泰雅でも、嫌みさえ気にしなければなんともない。

　桃花は勇気を出して、受話器を取った。

「お電話ありがとうございます。〈フローライト〉の、茅野がお受けいたします」

「お、よかった。まだ電話が通じて。あの、珈琲豆を扱う専門店だとお伺いしてご連絡を差し上げたのですが、間違いではございませんでしょうか？」

　受話器越しに聞こえてきた声は、初老の男性のようだった。物腰が柔らかく、もしかしたら育ちがセレブなのかもしれない。

〈フローライト〉の客層は、比較的年齢層が高い。珈琲豆専門店、しかも比較的高価な豆を扱っているので、どうしてもお客さまを選んでしまう。

「はい、間違いございません。どういったご用件ですか？　実は、本日の営業時間は終了しておりまして」

「そうでしたか。それはとんだご迷惑を……」

「いえ……。あの、お急ぎでしたらお伺いいたしますよ？　ただ、対応できるのは明日以降となりますが」

「でしたらお聞きしたいのですが、豆の配達はしていただけますか？　明日の朝、珈琲豆が必要になってしまいまして……」

　電話の主は、身分の高い人物の執事らしい。仕えている主人が大の珈琲好きで、毎朝楽しみにしているという。どうやら〈フローライト〉の噂を聞いて、飲んでみたいと思ってくれたようだ。

「できれば明日の朝七時までに届けてもらいたいのですが……ご無理でしょうか？」

　自分の店で扱う珈琲豆をこんなに欲しがってくれるなんて。何とかして力になりたい。

〈フローライト〉の場合、朝の九時から開店準備を行う。それに間に合うのなら、無理な話ではない。

　桃花が届け先を聞くと、ここから三十分とかからない場所だった。

　執事曰く大きなお屋敷だという。

「わかりました。でしたら、明日の七時までにお伺いいたします。それで、ご希望の銘柄なのですが」

「キリマンジャロをお願いします。それと、豆の状態を見てからいただく量を決めたいのですが……」

　どうやら、ご主人は相当のこだわりを持つ人みたいだ。

　もしかしたら、新しい常連のお客様になってもらえるかも？

　そんな期待を持ちながら、桃花は依頼を引き受けることにした。





第二章　優しさのサプライズ




一．




　翌朝の七時。

　桃花は、指定された場所の前に立ち止まっていた。というより、その屋敷のあまりの迫力に呆然として、身動きが取れなくなっていた。

　執事がいる大きなお屋敷という時点で薄々感づいてはいたけれど、それは桃花の想像を遙かに超えていた。

　……これが屋敷？　いや、アラブの王様とかが住むような宮殿の間違いでしょ！

　ともかくそんな規模の大豪邸が、桃花の目前にそびえていた。

　これは、間違っても粗相しないようにしないと。ここで下手したら、泰雅がいなくたって店がつぶれる恐れがある。それだけは絶対に注意しなきゃ。

「ふー……落ち着くのよ、私。堂々としていれば何も問題はないんだから」

　大丈夫、大丈夫と、自分に言い聞かせながら荘厳な門扉に近づいていく。

　そして扉に備えつけてあるインターフォンのボタンを、静かに押した。

　すぐに執事が出迎えてくれて、桃花は屋敷の中へと、足を踏み入れるのだった。




　ここは私なんかがいていい空間じゃない。どう考えたって場違いよ。

　桃花は、完全に豪邸の雰囲気に呑まれていた。豪邸を見ただけで、自分の生きる世界と、天と地ほどの差を感じてしまったからだ。

　ちょっとした公園ほどの広さもある庭。

　その広場の中央で、存在感を主張している噴水。

　駐車場に、何台も置かれているリムジン。

　ともかくここは、桃花にとってはまるで別世界だった。

　圧倒されすぎて、屋敷に入る前に自分に言い聞かせた言葉は、すでに何の意味もない。

「いや、本当に助かりました。首の皮一枚でつながったというのは、まさしくこの事を言うのでしょうか。なんて、大袈裟ですけれど」

「あはは……」

「何が言いたいのかと言いますと、それくらい珈琲を愛されてるんですよ。あの方は」

「そうなんですか……」

　執事の言葉すら上の空で、返す相づちにも全く気が入っていない。

　そのとき、桃花はあることに気づく。

　豪邸の主人──執事の話すあの方──が、誰だかわかっていないことに。

　これほど大きな豪邸に住んでいるくらいだ。きっと、かなり成功している人だと思う。それこそ、桃花なんかが足下にも及ばないほどの。

　どんな人なんだろう。意外と少女漫画に出てくるような人だったり？

　桃花の頭の中に、あの方に関するイメージが広がっていく。

「あの……」

「はい」

「ええっと、あなたが仕えてる方のことなんですけど……」

「ご主人のことですか？」

「はい。その、どんな人かお聞きしていなかったと思いまして……うかがっても？」

「申し訳ありません。そういえば、お話していませんでしたね」

　執事は笑ってそう言うと、その方のことを語り始めた。

　それによれば、執事と今の主人は、きちんとした主従関係を結んではいないらしい。というのも、執事が本当に仕えているのは、今の主人の祖父にあたる人だからだ。

　なら、どうして執事として働いているのか。

　それは結婚していない初老の執事にとって、今の主人が孫みたいな存在だからだという。

「要するに、放っておけないんですよ」

　話す執事からは、嬉しそうな雰囲気がヒシヒシと伝わってくる。

　それは、聞いているだけで桃花の頬が緩むほど。愛されている人のようだ。

「あれ？　でも孫っていうことは、かなりお若い方なんですか？」

「はい。貴方と同じくらいのはずですよ。お若いのに、聡明でいらっしゃいます」

「え！　同じくらいの年なんですか？」

　桃花は驚いて、思わず大きな声をあげてしまう。

　もっと歳をとっているのかと思ってたのに。

「ただ、一つだけ問題があるのですけどね」

「問題、ですか？」

　何だろう？　もしかして、泰雅みたいに嫌な性格してるとか？

　いや、それはないよね。執事さんだって、聡明だって言ってたじゃない。

　浮かんだ考えを、桃花はすぐに自分で否定した。

「素敵なパートナーがいないのですよ。こればかりは、心配したところで意味はありませんけどね」

　大豪邸に住む、自分と近しい年の人。しかも男性で彼女もいない。

　本当に少女漫画みたいで、桃花は驚きを隠せない。

　それでも、広大な庭を歩いていく足は、とても軽く弾むのだった。




　桃花は来賓用のスペースに通された。そこにはソファやガラステーブルが置かれていて、まるでホテルのラウンジのよう。

　豪邸は思ったより物が少なかった。もちろん壁一面に掛けられた絵画や肖像画、豪奢なシャンデリアに、見たことのない装飾を施された調度品など、高級感に溢れている。

　まるで美術館を思わせる雰囲気に、桃花は呑まれそうになった。

　ステンドグラスから注ぐ陽光が、桃花の目には万華鏡のようにうつる。

　落ち着かない。気持ちがソワソワする。

　きっとこの雰囲気のせいだ。

　桃花はそう思い込もうとするが、他にも原因があることには気づいていた。それは、早くその人に会ってみたいと逸る気持ち。

　そんな感覚が久しぶりで、桃花はどうしたらいいのか思い出せない。

　私、どうしちゃったんだろう？　ただお客様に会うだけなのに緊張するなんて。

　これは仕事なのよ。こんな浮ついた気持ちじゃ、失礼じゃない。

　桃花が自分を戒めていると、執事に声をかけられる。

「お待たせしました。別室でご主人様がお待ちです」

　桃花は一度だけ深呼吸してから、立ち上がった。
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　しかし桃花は、ご主人様の顔を見ることはなかった。

　もちろん失態をやらかしたわけでも、珈琲豆が主人の眼鏡にかなわなかったわけでもない。それどころか珈琲豆は高評価で、キロ単位で買ってもらえたほどだ。

　しかし今、桃花の目の前には、一枚の大きな衝立が立ちはだかっている。壁、と言ったほうが正確だろうか。

　──訳あって顔を見せるわけにはいかないんだ。だから、あなたとは声だけでのやりとりになってしまう。それでも良いかな？

　応接室に通されたとき、主人から言われたのが、この台詞だった。

　最初は意味がわからなかった。変な冗談かな、くらいにしか思わなかった。

　しかし珈琲豆を確認してもらうとき、執事が桃花からそれを受けとって主人に持って行ったので、本気なんだとわかった。

　そんな、私はあなたの顔が見たいのに……。

　桃花はそう訴えたかった。

　でも、そう言って彼との関係がなかったことになったりしたら……。

　それは、自分にとっても〈フローライト〉にとっても大きな損失。それこそ、泰雅に非難されても仕方ないほどの。

　しかし桃花は、主人の彼に少なからず興味を持ってしまった。もとより気になったことを放っておけない性分の桃花。このまま引き下がるのは、絶対に嫌だった。

　もしかして、対人恐怖症とかなのかな？　だとしたらパートナーがいないのも納得できるけど、それにしたって──。

　そのとき、衝立の向こう側から申し訳なさそうな声が聞こえてくる。

「急なお願いで、朝早くから申し訳なかったね。知り合いから君の店で扱う珈琲豆の評判を聞いてね。どうしても飲んでみたくなってしまったんだ」

「あ、いえ、気にしないでください。むしろありがたいお話なんですよ」

　内心の動揺に気づかれないように注意しながら、桃花はそう言った。

「はは、そう言ってもらえると助かるな」

　軽快な口調で話す主人の声に桃花は、初めて話すはずなのに、この声をどこかで聞いたことがある気がすると思った。どこで聞いたんだろう？

　記憶を辿ってみても思い出せそうになくて、桃花は途中で考えることをやめた。

「ところで、もう一つお願いがあるんだけど、いいかな？」

「お願い、ですか？」

「そう。君が淹れた珈琲を飲みたいんだ。俺が淹れてもいいんだけど、せっかくだしね」

　主人は、おどけるようにそう言った。

「あなたみたいな美しい女性が淹れてくれるなら、それだけで美味しいはずだから」

「美しいって……私を見てないのに、どうしてそんなこと言えるんですか」

「謙遜しなくたっていい。声を聞けばわかるよ。君の声は、とても響きが心地良い」

「声が心地良いって……ふふ、面白いことを言うんですね」

　声を褒めるなんて、不思議な人。

　桃花はそう思ったけど、嫌な印象は受けなかった。

「ほら、今の笑い声も」

　彼が醸し出す雰囲気のおかげか、気づけば桃花の緊張はほどけてなくなっていた。
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「やっぱり君の淹れてくれた珈琲は、美味しいね」

　衝立の向こうから、彼の静かな声が聞こえる。珈琲は、執事が運んでくれた。

「そんなこと……でも、気に入っていただけたなら良かったです」

　彼の弾んだ声を聞き、お世辞ではなく本心なんだと思える。桃花の頬が、思わず緩む。

「それに……母の味に似ていて懐かしい」

　私と同じように、お母さんをすでに亡くしているんだろうか……。少し気になった。

　味を認められ、桃花はホッと胸を撫で下ろしたが、この前に泰雅に言われた言葉を思い出し、胸がチクリと痛む。

「どうかした？」

「え？」

「いや、何となく雰囲気が変わったから。もしかして、悩み事でもある？」

「それは……いえ、なにも」

「その反応だと、あるって言ってるようなものだね。……俺で良ければ、話くらいは聞けるよ？」

　桃花は驚いた。少し嫌なことを思い出しただけなのに、そんな相手の気分の変化を察する彼の鋭敏さはもちろんのこと、つい最近聞いたことのある言葉を投げかけられたから。

　それはこの間、篤人から言われた言葉とまったく同じだった。

「そんなに丸わかりですか？」

「言葉に詰まってたからね。そうだ。珈琲のお礼に、悩み相談に乗るよ。話してみてよ。アドバイスできるかもしれないし」

「いえ、さすがにそんなこと！」

　正直、聞いてもらえるとしたら嬉しい。でも、仮にも彼は店のお客様。そんな人に自分の悩みを打ち明けてもいいのだろうか。

　そんな感情がぐるぐる渦を巻いていたとき、彼が言う。

「俺がしたいんだ。というか、ギブアンドテイクってやつだよ」

　俺がしたい。

　桃花はその言葉に逆らえず、ちょっと甘えてみてもいいのかもしれないと思った。

「……移動カフェをやろうと思っているんですけど、それが上手くいくのか不安なんです」

　一度口に出したら後は言葉が流れるように溢れて、とどまることをしらない。

　泰雅に罵倒されて傷ついたこと。

　両親から引き継いだ〈フローライト〉の危機。

　移動カフェの企画が上手くいかなければ、珈琲豆の販売ができなくなること。

　あれ、私、どうしてこんなことまで話してるのかな？

　自分自身でも不思議に思うくらい、全てを話してしまっていた。それはきっと、彼が聞き上手だからかもしれない。

「そうか。最後のチャンスが、その移動カフェなんだね。それで、上手くいくのかどうか不安だってことか」

「やる前から不安がっているのがダメだというのは、わかっています。でも、考え出したらキリがなくて……どうしたらいいんでしょうか？」

　すると彼は、柔らかい声音で言う。

「大事なのは、やりたいっていう気持ちだよ。それがあれば、大抵のことは上手くいくものだよ。君は、どう？　移動カフェは本当にやりたいこと？」

「やりたいです！　もちろん〈フローライト〉をなくしたくないって気持ちもありますけど、多くの人に珈琲を好きになってもらいたいんです！　あ、ご、ごめんなさい私、つい興奮しちゃって……」

「だったら、大丈夫」

　彼の言葉には、不思議な魔力がある。どうしてか、聞いてるだけで元気になる。今だって、自分が悩んでいたのが馬鹿らしく思えるほどだ。

　そうよ。やりたいからやる。それに、上手くいくかどうかじゃない。何が何でも成功せなきゃ。

　彼のおかげで、やる気が湧いてきた。見てなさいよ。

「それに、俺はもう、君の珈琲を好きになってるしね」

　不意打ちのように言われ、桃花は照れる。だけど、純粋に嬉しかった。

「ありがとう。えっと……」

「タイガ。そう呼んでもらえるかな。君は？」

「茅野桃花です。よかったら、桃花って呼んでください」

「桃花か……良い名前だな」

　タイガのその言葉を聞いて、桃花は自分の心が弾むのを感じた。




「明日も来てくれるかな、桃花？」

「え？」

　時間が来て、豪邸から帰る支度をしていると、タイガがそう言った。

　私、今なんて言われたの？

　明日も？　それってどういう意味で？　え？　え？

「今日初めて来てもらったばかりだし、もちろん無理にとは言わないよ。ただ、桃花が淹れた珈琲をもう一度飲みたくてね」

　さらりと大胆なことを言うタイガだが、自分が何を言っているのかわかっているのだろうか。

　これじゃあ、まるで告白──。

　そんなワケがない。これはあくまで珈琲！　私なんかじゃ、決してないから！

　桃花は一人で混乱し、言葉が出ない。

「嫌、かな？」

「ぜ、全然嫌じゃないです！」

　思わず大きな声で答えてしまう。

「そっか、よかった。ならまた明日、この時間に待ってる。よろしくね、桃花」

「ま、また明日……」

　そうして桃花は、明日も豪邸を訪れることになった。
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　翌日の豪邸。

　どうやら変に意識していたのは桃花だけで、タイガの対応は、昨日と変わらない。

　やっぱり珈琲を気に入ってくれただけ。特に、私に気持ちがあるってわけじゃない。

　安心したけれど、心の中は、なんとなくモヤモヤしていた。

「そうだ、桃花。今日は君に書庫を見せようと思っててね」

「書庫？」

「うん。ほら、移動カフェの参考になるような本があるかもしれないし」

「そんなことまで……なんか、申し訳ないです」

「気にしないでいいよ。それに本だって、読まれなきゃかわいそうだからさ」

　タイガはそれだけ言うと、クスッと笑ってから執事を呼んだ。

「桃花を書庫まで案内してやってくれ」

「かしこまりました。桃花様、こちらへ」

　恭しくかしこまってから、執事は桃花の側までやってくる。

「えっと、ねえタイガさん。ホントにいいの？」

「桃花だけ特別にね」

　特別なんて言ってもらうのは嬉しいけど、好意を受けっぱなしなのは、なんだか悪い気がする。

「私ばかり色々してもらうなんて、さすがに……。ねえ、書庫を見せてもらう代わりに、私もタイガさんのために何かさせていただけませんか？」

「条件ってこと？　ははっ。まったく、桃花はまじめだね」

「まじめ、ですか？」

「良い意味で、ね。だけどそうだな……じゃあ、本を一冊貸してあげる毎に、君が珈琲を一杯淹れてくれる。これでどうかな？」

「そんなことでいいんですか？」

　予想外の返答に、思わず声が裏返ってしまう。

　珈琲を淹れるだけって、今と大して変わらない気がするのに。

「惚れちゃったからね、桃花が淹れる味に」

　と、タイガは嬉しそうに言う。

「……タイガさんって、意外と大胆な発言をしますよね」

「そうかな？　思ったことしか言ってないんだけど」

　それが大胆なのだけど、どうやら気づいていないらしい。本心からの言葉みたいだ。

「まったく、本当に面白い人なんですね、タイガさんは」

「そう？」

「そうですよ」

　クスッと笑いながら、桃花は不思議と緊張していた身体から、ふっと力が緩むのを感じていた。
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　なにここ、図書館？

　桃花は書庫に入って、まず最初にそう思った。

　右も左も、前も後ろも。床から天井まで本で埋め尽くされている。

「すごい量……それにここにある本、全部が珈琲の？　タイガさん、本当に好きなんですね」

　桃花は入り口前に佇んでいる執事に、そう言った。

「筋金入りですから。桃花さんと似ているのかもしれませんね」

「私に？」

「はい。だからこそ、書庫を披露したのでしょう。普段なら、私も滅多に入れませんからね、ここは」

　え、それってホントに特別ってこと？　私が？

　桃花はタイガの厚意を無駄にしないためにも、移動カフェを成功させるのに役立つような本を探さなければと思った。

　中には数万円もする高価な本もあり、今の桃花では、とても手が出せない。

　珈琲の分野に限れば、きっと図書館よりも豊富な蔵書量だろう。

　奥の方に書斎と呼べる大きさの一角がある。本のための場所に比べれば狭いスペースだけど、そこには机と椅子が置かれていた。机の上には本を照らすシェルフライトがあり、その下に、本が開いた状態で置かれていた。

「あれ、この本……」

　それは珈琲のドリップ法に関する本だった。他にも移動カフェについて書かれた本などがあり、どれもが桃花にとって必要な内容の本だった。

「そこで、ご主人様が本を読まれるんですよ」

「タイガさんが？」

　読まれないと意味がない。そう言っていたのであまり使っていないのかと思ったけど、ちゃんと使っているみたいだ。

　とはいえ、どうして移動カフェについての本なんか読んでたんだろう。

　桃花は気づかないうちに本を凝視していたらしい。その様子を見て、執事が言った。

「それは桃花さんのために、お読みになられたのですよ」

「え……私のため？」

「はい。相談に乗ってあげたいから、と」

　よく見れば、本の側にはノートが置かれ、丁寧な文字でメモが取られていた。

　私のためにここまで肩入れしてくれるなんて、どうして？

　でも、今の桃花にはその優しさが嬉しかった。

「泣きごと言ってちゃいけないよね」

　タイガさんも応援してくれているのに、私が不安がっていちゃダメだよね。

　桃花は、タイガが読んでいた移動カフェの本に手をのせて、心を奮い立たせた。




「私、移動カフェ頑張ります。できるところまで、とことんやってみることにします」

　桃花は書斎から戻ると、タイガにそう宣言した。

　それは自分を鼓舞するためでもあったけれど、何よりタイガの期待に応えたかったから。その思いが強かった。

「どうやら書庫が役に立てたみたいだね。ああ、頑張って」

「はい、ありがとうございます！」

　嬉しさを隠すこともなく、桃花はそう返事をする。

　絶対に成功させなきゃ。泰雅の嫌みに落ち込んでいる場合じゃないわ！

　タイガに背中を押されて、桃花は何でもできるような気持ちになっていた。

「じゃ、俺も最後まで手伝うかな」

　いきなりタイガが言い出した言葉に、桃花はビックリする。

「え？　そんなこと！　こうして励ましていただけるだけで十分です！」

「最後まで見届けたいと思っちゃってね。……迷惑かな？」

「迷惑だなんて、そんな！　嬉しいお話ですけど……」

「じゃあ、決まりだね？」

「あ、ちょっ……!?」

　決まりって……もうっ、タイガさんって意外に強引なんだから。

　けれども、そんなところが頼もしく感じられる。桃花は思い切って、タイガに甘えることにした。

「じゃあ、メルアドを教えるよ。何かあったときに、連絡取れた方が都合良いでしょ？」

「えっと……いいんですか？」

「ダメな理由なんかないよ。あるとすれば君が嫌だと思うなら、かな」

　嫌だなんて思うわけないのに。だって、タイガが真剣に思って言ってくれているのがわかるから。それに、まだ知り合って間もない私に親切にしてくれる、優しい人だから。

　自然と桃花の表情は柔らかくなっていた。頬がゆるんでいる。

　そうして二人は、執事を介してメッセージアプリのアドレスを交換しあった。

　この屋敷以外の場所でもタイガと関われるのが、桃花はとても嬉しく感じていた。
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　数日後の〈フローライト〉。

　相変わらずお客が少ない店内で、桃花は緊張した表情を浮かべていた。

　時刻は午後の三時過ぎ。今は、モール内のお客さんの数もまばらな時間帯だ。

「……なるほどな」

　今、最も聞きたくない声を耳にして、桃花の緊張感はより増していく。

　桃花の目の前には、泰雅がいる。この前と同じ席に腰掛けて、桃花の淹れた珈琲を試飲している。

　──抜き打ちで来てやった。さっさと珈琲を淹れろ。

　どうやら泰雅は、この前に言っていた味の確認にやってきたらしい。

　桃花は相変わらず嫌みな人だと思いながらも、泰雅にコーヒーカップを差し出した。

「どうでしょうか、真宮さん……」

「ふん。まぁ、この前よりかはマシになった」

「本当ですか!?」

　思ってもいなかった言葉が返ってきて、桃花は驚いた。

「あくまでもこの前より、だがな。とはいえ、この前言ったことがまだ十分に理解できていない。現状だと、どうにか及第点って感じか」

　嫌みは想定内だったけど、ムッとしてしまう桃花。思わず厳しい目を向けてしまう。

「……どこを直したらいいんですか？」

「味にインパクトがない。珈琲は、どんなに良い豆を使っても、味に深みやコクを出せないと美味く感じられないんだよ」

「……インパクトに、深み？　そんなのどうやって──」

「珈琲に大事な要素。それが何かわかるか？」

　大事な要素？　何があるんだろうか。

　桃花は考えてみたけど、検討もつかない。焙煎法とか、ドリップの仕方なのかな？

　桃花がじっと黙ったままなので、泰雅はそんなことも知らないのか、という驚きの顔をしながら、冷たい声音で「心を乱さないことだ」と言った。

「私にどう感じさせようとして、今の珈琲を淹れた？　余計な雑念に囚われてなかったか？　繊細なんだよ、珈琲は。集中して淹れろ。でないと、移動カフェを始めても客は増えない」

「もちろん集中して淹れたに決まってるじゃないですか……！　私が適当にやってるみたいな言い方、やめてください」

「言い返すなら、私が満足する味を出してみてからだな。違うか？」

「わ、わかりました！　出しますよ、出せばいいんですね！」

　徹底的に嫌みな人だ！　この人、絶対に友達いない！

　桃花の中で、泰雅の印象がいっそう悪くなった瞬間だった。

「そうだ。言い忘れていたが、移動カフェは十月に実施の方向で決まった。あと数週間しかないが、どうにかして改善しろ。そうしないと、店は存続できないぞ」

　相変わらず強引な泰雅の言葉に、桃花は何も言い返せずに頷くしかできなかった。

　言うだけ言ってから、泰雅は〈フローライト〉を後にした。

「ホンットに嫌み！　見てなさいよ、絶対成功させてみせるから！」

　桃花は泰雅の帰っていった方向に向けて、決意するように言うのだった。




　七．




　せっかくアドレスを交換したというのに、タイガが忙しいこともあって、桃花は一度も豪邸を訪れていない。だから、メッセージアプリでのやりとりが、唯一関われる場所だった。

　タイガとやりとりをしていく中でわかったのは、どんな内容でも返事をくれること。しかも、キチンと内容を理解したうえで。

　読んでくれている。

　それが桃花にとってどんなに嬉しいことか、タイガはわかっているのだろうか。

　そして、一度甘えてしまえば依存したくなってしまうことも。

　その日の〈フローライト〉の営業終了後。

　桃花はタイガに、移動カフェの実施が決まったことを伝えていた。

　しばらくして返信がくる。喜ぶスタンプまで一緒に送られてきて、何だかおかしかった。

　スタンプの下にはコメントが書かれている。読むと、そこには〈フローライト〉のロゴを見せてもらえないかな？　とある。

　ロゴなんか見てどうするんだろう。

　桃花は不思議に思ったが、深く考えずにロゴの写真を本文に添付して、送り返した。




　そして一週間ほどたった、ある日の午後のこと。

「オーナー、何か荷物が届いてますけど……」

「え？　あー……ちょっと持ってきてもらえる？」

　私、何も頼んだ覚えないけど……一体誰から？

　スタッフが持ってきたのは、意外と大きな箱だった。その割に軽い。

　一体誰が、何を送ってきたんだろう？

　桃花は疑問に思いながらも、丁寧な手つきで、箱のふたに巻かれたテープをはがしていく。

　まず、手紙が入っているらしい封筒が目についた。開けてみると、

　──美味しい珈琲のお礼。使ってね。

　秀麗な文字でそう書かれている。

　それだけで、すぐにタイガからの贈り物だとわかった。

　男性から何かをもらった経験の少ない桃花は、意味もなく緊張してしまう。

　何だか私、タイガさんに助けられてばっかり。申し訳なくなっちゃうな。

　桃花は荷物の中身を確認した瞬間、驚きのあまりに固まってしまう。

「これって……エプロン？　え？　どうしてお店のロゴが入ってるの!?　それに……〈もしもの時のマニュアル〉？　え、え？」

　桃花は困惑のあまり、キョロキョロと意味もなく周囲を見渡した。

　これって、もしかしてタイガさんのサプライズってやつ？　だからあのとき、ロゴを欲しがっていたの？

「もう、驚かせるんだからっ」

　そんなことを言いつつも、桃花の表情は嬉しさに華やいでいた。

　エプロンを手に取り、胸の前で広げてみる。

　淡い緑色のベースに、不規則に白いラインが入っていた。前面には小さなポケットもあり、胸のあたりには〈フローライト〉のロゴがプリントされていた。

　何これ、ものすごく可愛いデザイン！

　一目見た瞬間、桃花はその可愛らしさに目を奪われた。正直に言えば、桃花の好みにピンポイントでマッチしている。エプロンを着けた自分の姿を想像するだけで、気分が浮かれてしまう。

　すると、桃花の携帯がメールを受信する。タイガからだった。

　──喜んでもらえたかな？　あまり自信ないんだけど……。

　桃花はすぐに、「私の好みにピッタリで、すごく嬉しいです！」とメールを返す。すぐに伝えたいという思いがさせた行動だった。

　──喜んでもらえてよかった。桃花の魅力をどうしても輝かせたくてね。

　メール返信のすぐ後、今度はタイガからメールが来る。それを読んだ桃花は、顔を朱色に染めた。それくらい、恥ずかしくてたまらなかった。

　自分はいつの間にか、まだ姿を見たことのないタイガに惹かれ始めている。

　それに桃花が気づいた瞬間だった。




　八．




「どうぞ」

　移動カフェの前日。桃花は珈琲を淹れ、カウンターの奥にある席まで持って行く。

　そこには、最終確認のために訪れていた泰雅がいる。椅子に座っていた。

　もっと早くに来る予定だったのに、泰雅が色々と忙しく、結局はこれが二回目の確認となる。

　前回のように珈琲の味にダメ出しされたら、最悪の場合は移動カフェの企画自体どうなるかわからない。

　しかし桃花には、自信があった。

　──どう思わせようとして淹れた？

　この前に泰雅に言われたその言葉を考えたことで、気づけたことがあったからだ。

　どんなに嫌みな人でも、ここではお客様。至福の時間を提供する、というおもてなしの精神が大切だということに。

「何か雰囲気が変わったな。良いことでもあったのか？」

「飲んでもらえればわかります。だって、珈琲は心を写すんですよね？」

「……もちろんだ、飲めばわかる」

　泰雅はおかしそうに笑う。そして丁寧な所作で珈琲カップを持ち、口元に運んだ。

　まずは香り、そして色……いつも通り、それらは問題なさそうだ。

　決め手は、味。

　何でもない風を装っていたけど、桃花は緊張していた。何せ、味に関しては二度もダメ出しを受けている。また今回もされないとは限らない。

　そしていよいよ、桃花の淹れた珈琲を泰雅が口にする。

「……ああ、この味だ。これは、美味いな」

　泰雅が、不意に笑みをこぼした。嬉しさを隠せないという笑顔を。

　え？　もしかして今……嬉しそうに笑った？

　桃花は、泰雅が見せた子供のように無邪気な笑みを一瞬だけ見とれてしまう。それはすぐに消えてしまったけれど、確かに笑っていた。

　もしかして、この人って本当に珈琲が好きなの？　だから味に厳しかった……？

「とはいえ、これで満足するなよ」

　すぐに厳しい顔、冷たい口調に戻って泰雅は言う。

　その言葉は、やけに冷たかった。無理矢理に押し殺したような、そんな違和感を、桃花は覚える。

「この味を維持しろ。わかったな？」

「え、あ……は、はい」

「それとお前、聞いてなかったが、免許持ってるか？　車の免許」

「持ってますけど……」

　そのとき、〈フローライト〉の外に一台の車が止まる。桃花が見たところ、それは移動販売車だった。企画の許可を出せたら手配してくれる、と事前に言われていたけれど、どうやら泰雅は、もう手配していたらしい。

「明日からアレを使え。それと念のために言っておくが……事故は起こすなよ」

　心配そうにそれだけ言うと、泰雅はそそくさと〈フローライト〉を後にした。

「……何よ。あんな風に笑えるなら、ずっとそうしてればいいのに。その方が少し、ほんの少しだけど……格好良く見えるのに」

　さっきの笑顔が気になって、桃花は思わずつぶやいていた。

　なんて、私、何言ってるんだろ。あの人が嫌みな人であることは、変わらないのに……。

「まあいっか。それより、明日から移動カフェ開始！　頑張らないとっ！」

　引っかかりを覚えつつも、桃花は明日のことに頭を切り替えるのだった。




　九．




　翌日。

　泰雅に指定されたオフィスビル周辺に車を止め、桃花は移動カフェを営業していた。桃花の他にもスタッフが数名いる。

〈フローライト〉は、元々従業員が少ない。平日は二人で店を回しているほどだ。

　ここにいるスタッフたちは、泰雅が手配してくれた臨時のアルバイトたちだ。ちなみに移動カフェの営業時間中は、他のスタッフに〈フローライト〉を任せてある。

「フローライトカフェです！　おいしい珈琲を淹れてますので、よかったらお立ち寄りくださーい！」

　桃花は大きな声で道行く人に声をかけていく。笑顔を絶やさず、明るい様子で。

　そのおかげか、最初は忙しそうに通り過ぎていた人たちが、次第に足を止めてくれるようになった。

「せっかくだし、買ってみようかなー。じゃあ、このフローライトブレンドってやつで」

「あ、私も同じので！」

「フローライトブレンドをお二つ、ですね？　アイスとホット、サイズはＳ・Ｍ・Ｌありますけど、どういたしますか？」

「うーんと……二つともアイスのＳで！」

「はい、ありがとうございます！　お先にお会計、四〇〇円になります！」

　不慣れなせいか、桃花は最初、手際が悪かった。でも、慣れてくると、接客を楽しんでこなせるようになってくる。今までにないほど多くのお客様を相手にすることが、新鮮に感じられたせいもあるだろう。

　ぎこちなかった笑顔も自然になり、自分でも活き活きしているのがわかる。

　始める前にウジウジと悩んでいた自分が、何だかバカみたいに思える。背中を押してくれたタイガには、感謝の思いしかない。お礼をしなくちゃ。

　そんなことを頭の片隅で思いながら、桃花は次々と珈琲を淹れていった。




　昼の一二時から夕方一八時まで。

　泰雅から許可されたのは、その六時間だけだった。

　最初は短いと思ったけれど、今日やってみた感じでは、それがベストのように思える。

　なにより、充足感や満足感といったものがヒシヒシと感じられた。もちろん疲れもあるのだが、何というか、そう。次の日も頑張ろうと思える。

　もしかして泰雅は、最初からわかっていたのだろうか。

「だとしてもあの言い方はないけど。いくらなんでも、あれは冷たすぎるし。あー思い出したらムッとしてきた」

　初日の営業が無事に終わって、気が抜けたのだろうか。残りの片づけは一人でできると言って他のスタッフに帰ってもらった後、泰雅に対する不満がよみがえる。

「よし。後は外の机を片付けて──ん？　何、アレ？」

　移動カフェ内部の片付けが終わって、カウンター向こうの開閉ドアから外の様子を伺ったときだ。車から離れた場所にある机の上に、何かが置かれている。

　不思議に思って近づくと、そこにあったのは、カミツレの花束だった。しかもよく見れば、中には手紙が差し込まれてある。

　なんで花束？　あ、もしかしてタイガが持ってきてくれた、とか？

　そう思った桃花は、途端に嬉しさがこみ上げる。

「この前もサプライズされたし、もしかするとそうかな？　ホント、ずいぶんマメな人なんだから」

　桃花は着ているエプロンに視線を落とす。それは、この前タイガが送ってくれたもの。

　桃花は一日中身につけていたそれに触れて、一人はにかむ。

　やがて桃花は手紙を手にとり、周囲に誰もいないのを確認してから封を開け、中身に目を通していく。

「──え？」

　最後まで読み終えたとき、桃花は手紙を持ったまま硬直してしまう。それは、この差出人の名前に驚いたからだ。

「これって泰雅さんから!?　ウソ、なんで……!?」

　この手紙の差出人はタイガではなく、なんと泰雅だった。

　泰雅が手紙？　しかも花束まで？

　普段のイメージとのギャップに、すぐには信じられない。開店記念に送ってきた？　だとしても、あの人がそんなことをするだろうか。

　しかし、桃花は思い出した。珈琲を飲んで無邪気に笑った泰雅の表情を。

「もしかして、泰雅さんって不器用なだけ？　意外といい人、なの？」

　確かに言葉遣いや振る舞いは威圧的で、冷たい。でも、決して間違ったことを言っているわけじゃない。

　そうよ。何だかんだ言っても最後のチャンスはくれたし、珈琲の改善点だって教えてくれた……。あの人、ああいう恐いイメージがあるから損してるんだ。

　そう思ったら、少しだけ泰雅が愛おしく感じられる。案外、無邪気な姿が本当なのかもしれない。何だかおかしな人。

「……今度逢ったら、試しに泰雅って呼んでみようかな」

　気づけば桃花は、楽しい気分に包まれていった。




　十．




「ただいま」

　桃花は玄関に置いてある両親の写真に、そうつぶやく。

　時刻は、夜中の十一時過ぎ。〈フローライト〉の仕事も終えて帰宅したのだが、気づけばこんな時間だ。

　さすがに疲れちゃった……。やっぱり変に気を張ってたのかも。でも何て言うか、楽しかったな。

　脱いだ靴を綺麗に整えながら、そんなことを桃花は思って笑う。

　久々に体を動かしたからかもしれない。でも、今日は本当に有意義な一日だった。

　部屋の灯りを点けて、桃花はベッドに身を投げ出す。

「明日もたくさんお客様が来てくれますように……」

　桃花はベッドの柔らかさに身をゆだねながら、小さく言った。

　その途端、いきなり眠気が襲ってくる。

「ふわぁ……あー、もう動きたくない」

　眠気と戦うのが面倒になり、このまま寝てしまおうかと思ってしまう。

　でも、さすがにシャワーくらいは浴びておきたい。１日の疲れも洗い流しておきたいし、何より汗がまとわりつく感覚が嫌だった。

　それに、何か忘れているような……？

「あ、タイガさんに連絡！　せめて初日がどうだったのか、報告しなきゃ！」

　約束したわけではないけれど、色々とお世話になっている相手。それくらいは礼儀だろう。

　桃花は眠い目をこすりながら、慌ててタイガにメールをした。




　返事がきたのは、桃花がお風呂から上がって、髪を乾かしていたとき。

　まるで狙い澄ましたかのようなタイミングだったので、少し驚いてしまった。

　桃花はドライヤーを中断してメールを見る。

　桃花が見ている画面には、キャラスタンプがあった。そのキャラは、嬉しさを抑えきれずに飛んで喜んでいる。

　言葉にするのが恥ずかしかったのかな？　でも、よかった。喜んでくれてるんだ。

　そう思い、桃花はホッとする。

　ただ喜んでくれている。それだけなのに、とても嬉しかった。

「そういえば最近、ほとんど話ができてない……。あれ以来、朝も呼ばれてないし……」

　タイガが何をしている人物なのか未だにわからないけれど、とにかく忙しいらしいことは聞いている。

　でも、もう落ち着いたかな？　直接話したいし、聞いてみようかな。

　意を決して、桃花はタイガにメールを返す。

　──そろそろ珈琲を淹れに行ってもいいですか？　ここのところ全然お話しできていないから、話したいです。

　ストレートに、そう書いてみた。

　いきなり迷惑かもしれない。でも、今切り出さないと、いつまでも言えない気がする。そんな思いからの行動だった。

　返事はすぐに戻ってくる。

「俺も会って話したい。でも、今週いっぱい忙しいんだ。来週以降でもいいかな？」

　と書かれていた。

　そっか、まだ忙しいんだ……。わかってたけど、何かショック。

　自分でも意外なほど、桃花は落ち込んでしまう。会えないと言われると、なおさら会いたくなってしまう……。

　でも、来週まで我慢すれば会えるってことよね。だったら私──。

　桃花は気持ちを切り替え、来週以降に会う約束をしてから眠りについた。
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　翌日の昼過ぎ。

「おーい、桃花ちゃん」

　誰かと思って、桃花はカウンターから顔をのぞかせた。

「あれ、篤人くん!?　どうしたの、いきなり来るなんて」

「あれから順調なのかな、って思ってね」

　そこには、移動カフェをのぞきにきた篤人が立っている。

　オフなようで、珍しく私服姿だ。篤人は、モデルじゃないと似合わないような着こなしをしていて、とてもおしゃれに見える。パティシエは、服装にも気を配るのだろうか。

　すると、不意に篤人が驚いたような声を出す。

「そんなエプロンあったっけ？　桃花ちゃん、それって自分で考えたデザイン？」

「ああ、これ？　これは、えっと……そうっ、私がオーダーしたのっ」

　タイガから贈られたと正直に言ってもよかったのに、桃花はなぜかウソをついてしまった。

　別にやましいことをしているわけじゃないのに、何やってるのよ、私！

「へぇ、すげえ似合ってるじゃん！　ていうか、めっちゃ可愛いよ！」

　そんな桃花の悩みとは正反対に、明るい声の篤人。

　あまりにストレートに褒められて、桃花は柄にもなく照れてしまった。

「可愛いって……な、何言ってるの!?　女の子なら、誰にでも言ってるんじゃないの？」

「いや、ホントだって！　何て言うか……うん、いいと思う」

　普段は軽いノリの篤人が、珍しく真面目に言った言葉。なおさらそれが本心だと物語っていて、篤人の顔を、桃花はうまく見られなくなった。

「や、やめてよ！　あのね、冷やかしに来たんならもう帰って」

　素直になれず、桃花はそう言ってから篤人に背中を向ける。

　正直、今の自分の顔は誰にも見られたくなかった。こんな緩んだ顔見せるなんて、恥ずかしくて死んでしまう。

「ちょ、ちょっと桃花ちゃん!?」

　慌てる篤人の様子がおかしくて、桃花はクスッと笑ってしまう。

　本当は、桃花だって篤人の言葉が嬉しかったのだ。
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　移動カフェは、週に三日だけ営業を許可されていた。

　泰雅曰く、毎日やったからといって売り上げが伸びるとは限らないから、だという。

　桃花は、珍しくその意見には素直に従った。

　さすがに移動カフェと実店舗を毎日行ったり来たりすれば、無理がたたって倒れたりしかねないと思ったからだ。

　とはいえ慣れない仕事のせいか、思った以上に疲労はたまっている。

　今日は移動カフェが休みで、桃花は〈フローライト〉にいた。

　スタッフルームの中にある椅子に腰掛け、桃花は深いため息をはく。

「ふぅ……」

「大丈夫ですか、オーナー」

「え？　ああ、平気よ。ちょっと疲れただけだから」

　心配するスタッフを安心させるため、桃花は何でもない風を装って、笑顔で言った。

「ならいいんですけど……。でも、少し顔色が悪くないですか？　無理はしないでくださいね」

「大丈夫、しっかり休んでるから。ほら、それより仕事しなきゃ！」

　桃花は、自分でも最近は疲れを自覚している。でも、それは仕事が順調だという証拠であり、少し前と比べれば良い傾向にあるということ。

　今は弱音なんかはいてる場合じゃない。頑張らなきゃ、モールから撤退させられちゃうんだから。それだけは、絶対に避けなきゃいけないんだ。

「疲れなんか気にしない。とにかくやるのよ！」

　気合いを入れるために自分の頬を軽くたたき、椅子から立ち上がる。

「あ、れ？」

　そのとき、桃花はよくない感覚に襲われる。視界がぐにゃりと歪んだのだ。自分がどんな風に立っているのかわからなくなり、よろけてしまう。

　このままじゃ倒れる……？　でも私、今どうなって──。

　そう思ったときは、すでに遅かった。

　桃花はそのままバタリと、床の上に倒れてしまう。

「オーナー、今外に──って、オーナー!?」

　何かを伝えにきたスタッフが驚きの声をあげたのを聞きながら、桃花は気を失った。




　◇　◇　◇




「う、うぅ、ん……？」

　目を覚ました桃花が重たい瞼を開けると、ベッドに寝かせられていた。

　ベッドからなんとか上体を起こしてみたが、頭がぼんやりとしていて、自分の状態がさっぱりわからない。

　あれ？　私、スタッフルームにいなかったっけ？　どうしてベッドなんかに……。

「そうだ、私倒れて──イタッ!?」

　桃花は自分が倒れたことを思い出した。そして立ち上がろうとしたら、肩に痛みが突然走った。

　倒れたときに打ちつけた肩が、どうやら悲鳴をあげたらしい。

「あぁ、もう最悪……お店で倒れるなんて、何やってるのよ」

　桃花は肩の痛みを抑えながら、つぶやいた。自分が情けなく、自己嫌悪に襲われる。

　せっかく店も順調だったのに、これじゃ意味ないじゃない……。もしこれで移動カフェが中止になったら、どうしよう？　私って、ホントにダメだ。

　つい悪い方に考えが向いてしまう。涙が出そうになるのを、桃花はこらえた。

　やがて、少しずつ冷静さを取り戻していく。

　周囲を見渡していたら、ふと疑問が湧いた。

「ここって、救護室？　私、ここまでどうやって来たの？」

　モールの中には、体調を崩した人が休めるような場所がいくつかある。その一つが、この救護室で、ここはスタッフオンリーとなっている。

　でも、ここは〈フローライト〉からかなり距離があったはずだ。

　もしかして、誰かが運んでくれたのかな？

　そう思ったとき、救護室の外から声が聞こえてくる。

　桃花はゆっくりと立ち上がり、声のする方へと近づいていく。運んでくれた人だとしたら、お礼を言っておきたかった。

「すいませんでした。お手数をおかけしてしまって……」

「いや。そんなことより、いつもあんなに無理してるのか？　あいつは」

「いつも、というわけでは。ただ、最近は結構忙しかったと思います。それに、今日は顔色が良くなかったですし……」

「最近は、か……」

　どちらの声にも聞き覚えがあった。

　一つはスタッフ。そしてもう一つは、泰雅の声だ。

　よりによってこんなときに……。

　できることなら、自分の体調不良を泰雅には知られたくなかった。しかし、どうやら泰雅がここまで運んでくれたらしい。それは少しだけ嬉しかった。

「ともかく、何とかしないとな。あいつを倒れさせたのは、俺の責任だ。俺が無理をさせたせいだろう。……少し配慮が足りなかった」

　泰雅は、苦悩を感じさせる苦々しい口調でそう言った。

　それを聞いていた桃花は、正直とても驚いてしまう。いつも冷たい言葉しか投げてこない泰雅からは、想像できない台詞だったからだ。

　泰雅さんって、本当は優しい人なのかも。

「一度〈フローライト〉に戻ろう」

「戻るって……」

「このままじゃ営業できないだろう。さすがに放っておけないんでな。オーナーの代わりを務めさせてくれ」

　泰雅は最後にそれだけ言って、扉の側を離れて行った。

「……普段から今みたいに優しかったら、そこまで嫌な人に思えないのに」

　桃花は、自分が泰雅のことを全く知らないんだということに気がついた。

　泰雅さんのこと、ちゃんと知りたい。なんていうか、気になる。

　どうしてか、そんなことを思う桃花だった。




　救護室でもう少しだけ休んでから、桃花は〈フローライト〉に戻ってきた。スタッフだけに任せっきりなのもマズいし、何より泰雅のことが気がかりだったから。

「ごめんなさい、心配かけちゃって──って、え？　泰雅さん!?」

　店の様子を見て、桃花は思わず大声をあげてしまう。

　なんとそこには、〈フローライト〉のエプロンを身につけた泰雅がいたからだ。

「な、なんで泰雅さんが働いてるの!?」

「君の代理を務める人間が必要だろう？　他に、何か理由があると思うのか？」

「う……そ、それは」

　桃花は言われて初めて気がついた。泰雅は、心配して〈フローライト〉を手伝ってくれている。

　桃花は何も言えずに、ただ申し訳ない気持ちに襲われるだけだ。

「それにしても、泰雅さん、か……。君が名前を呼んでくれるとはな」

　そう言って、泰雅がフッと表情を和らげた。

「えっと、なんですか？」

　全身を見られている気がして、桃花は変に意識してしまう。

「だいぶ良くなったのはわかる。だが、無理してまた倒れられても迷惑だ。もう少し寝とけ」

　どうやら、桃花の具合を確認していたらしい。

　それが不器用な泰雅なりの優しさなんだということはわかる。でも、相変わらずトゲのある言い方だった。

「迷惑かけて、ごめんなさい。でも、もう大丈夫ですから」

　ここは感謝するべきところだと思い、素直に頭を下げる。

　謝ると思ってなかったのか、一瞬だけ泰雅が驚きの表情を浮かべた。しかし、すぐ元に戻って言う。

「……わかった。だが、次も俺が助けに来られるとは思うなよ」

　それだけ言うと、泰雅はエプロンの紐をほどいてとった。そしてそのエプロンを手に持って、〈フローライト〉の入り口へと向かっていく。

「あ、エプロンは私が預かり──」

「どうせまた来る。そのときまでに綺麗にして返す。……今度からは、倒れる前に誰かを頼れ。いいな？」

「わかってますよ。あれ？　でも、それって泰雅さんでもいいってこと？」

　泰雅は笑ってそれには答えずに、〈フローライト〉を後にする。

「そういえば泰雅さん、どうして店まで来たんだろう……」

　泰雅がいなくなってから、桃花は改めて疑問を感じるのだった。




　十三．




「篤人くん？」

　歩いて自宅に帰る途中、同じく仕事帰りの篤人とバッタリ出会った。

「ん？　おお、桃花ちゃん。もしかして、今帰り？」

　いつも通りに明るい篤人からは、疲れがみじんも感じられない。

「そういや、この前聞きそびれたけど、移動カフェってどんな感じ？　うまくいってる？」

「順調だよ。むしろ、そっちの方が売り上げてるくらい。篤人くん、この前来てくれたから何となくわかるんじゃない？」

「まぁ、そうなんだけどさ」

　そう言って笑う篤人。歯切れが悪いのが、桃花は無性に気になった。

「どうしたの？　何かあった？」

「それは俺の台詞だね。……桃花ちゃんさ、今困ってることあるでしょ。遠慮しないで頼ってくれていいんだよ？」

　確かに、困っていることはある。それは、無理して倒れたことで気づいたこと。でも、篤人には何も話していなかったのに見抜かれちゃうなんて。

　そういえば、誰かを頼れって泰雅さんにも言われた。今が、そのときなのかな。

　そう思った桃花は、篤人に悩みを話すことにした。篤人もパティスリーのオーナーなので、何か参考になるアドバイスが得られると思ったのだ。

「ねえ、篤人くん。無理なく二つの店を回す方法って、あると思う？」

「それって、〈フローライト〉と移動カフェのこと？」

　桃花は大きく頷いて、続きを話し始めていく。

「実は今日、無理がたたって倒れちゃって……」

「倒れた!?　え、桃花ちゃん大丈夫なの!?」

「あ、今は平気だよ」

「ウソ言ってないよね？　ホントに平気なんだよね？」

「もう、心配しすぎだって。ほら、今は全然元気でしょ？」

　大袈裟なぐらい心配してくれる篤人を安心させるために、桃花は笑顔で話しかける。

「もしかして、何でも一人でやろうとしてる？」

「え？」

「いや、スタッフに任せている部分もあると思うよ。でも、基本は自分が頑張らなきゃって思ってないかな？」

　確かにその通りかもしれない。でも、自分がオーナーなんだから、それって普通のことじゃないんだろうか。

　桃花の思いを知ってか知らずか、篤人は続けて言う。

「要するに、一人で背負い込んじゃダメってことだよ。同時に二つのことをするなら、みんなの力も頼らないと」

「そう、なのかな……」

「そうだよ。今は俺を頼ってくれているけど、頼る相手は誰でもいいんだよ。誰か心当たり、ある？」

　心当たり。真っ先に思い浮かんだのは、タイガだった。でも、タイガにはすでに色々してもらっている。これ以上頼ってもいいのかな。

「変に遠慮しちゃ、かえってみんなに迷惑をかけることもある。自分に素直になること、それが大事だよ」

「自分に素直に……」

　思い返せば、タイガはいつも自分の思ったことを正直に口にしていた。今の篤人も同じに思える。もしそれが自分に素直になるということなら、大事なことなのかもしれない。

「それに、頼られたい人だっているよ。俺みたいにさ」

「ありがとう、篤人くん。ちょっと元気出たよ」

　桃花はそう言って、篤人に笑いかける。

　それを見た篤人は、よかったと嬉しそうにつぶやいた。

「なんにしても、桃花ちゃんの笑顔が見られるならいつでも力になるからさ。それだけは覚えといてくれよ」

「ふふ、何よそれ。冗談でもそういうこと言っちゃダメだよ。誤解されちゃうよ」

　篤人の優しさが感じられる言葉が、桃花は純粋に嬉しかった。




〈フローライト〉と移動カフェに手紙やスイーツが送られるようになったのは、桃花が倒れた次の日からだった。

　最初は訝しげに思ったけれど、倒れたことを知っているのは泰雅と篤人だけ。桃花は最初、二人のどちらから送られてきたんだと思っていたが、どうやら送り主はタイガらしい。エプロンのときと同じく、サプライズ演出というわけだ。

「疲れたときには甘い物。これを食べて頑張って、か。ホントにもう」

　タイガの優しさがストレートに伝わってくる言葉にドキッとしてしまう。タイガに会いたくてたまらなくなって、甘酸っぱい気持ちになる。

　それは決してスイーツのせいじゃないことくらい、もう気づいていた。

　ときには売り上げを伸ばす方法であったり、体調を気遣う優しい言葉だったり、送られてくる手紙の内容は、毎回違った。

　タイガが応援してくれている。

　彼の気持ちに応えるために、私も頑張らなきゃ！

　そういう意気込みが出てきたからか、桃花が体調を崩すことはなくなった。




　そして十月十四日。〈フローライト〉の閉店後。

「こんなに違うなんて……！」

　驚きの声を桃花があげる。

　今手にしているのは、〈フローライト〉と移動カフェの売り上げデータをまとめた紙。

「先月の数字、遙かに超えちゃってるよ……」

　二つを合算した数字なので、超えなきゃ問題ではある。しかし移動カフェはもちろんのこと、〈フローライト〉自体の売り上げも先月の二倍近くになっているのを見ると、驚かずにはいられない。

　すごい……このまま行けば、撤退を求められることもない。移動カフェの宣伝効果って思ってたよりスゴかったんだ。

「タイガさんって、ホントにすごい」

　そうつぶやきながら、桃花は書類を置いた隣にある数冊のノートに目をやる。

　タイガが送ってくれた、売り上げ改善メモだ。そこには丁寧な字で、細かなアドバイスが書かれている。

　そのうちの一冊を手にとり、パラパラとページをめくった。

　──可愛いロゴで興味を惹く、休日に着ぐるみを使い親子連れのお客さんを増やす、〈フローライト〉と移動カフェで連動した宣伝──など、事細かである。

　どれも実践して、予測通りに売り上げを伸ばした方法だった。

「どうやったらこんなこと思いつくんだろ？　やっぱりタイガさんって、色々なビジネスの経験があるってことなのかな……」

　桃花は、また複雑な気持ちになる。それは、自分もタイガに何かしてあげたい、という気持ちが湧き上がってきていたからだ。

「私がタイガさんにできることって、何かないのかな……」

　桃花がこぼした言葉だけが、静かな店の中に響いた。




　自宅についても、結局は何も名案が浮かんでいない桃花。

　リラックスすれば閃くかも、と思って湯船につかっていたら、長湯しすぎてのぼせかけてしまった。

　しかし、相変わらず案は浮かんでこない。

「とにかく、珈琲を飲んで落ち着こう。焦っても意味ないし」

　考えることをやめて、桃花はキッチンにあるｍｙバリスタマシンを使うことにした。

　そうして珈琲を淹れたカップを持ち、リビングのソファに腰かけると、桃花の携帯が着信を告げる。

　こんなときに、一体誰からだろう。

　ソファの前にあるガラステーブルにカップを置いて、桃花は携帯電話のディスプレイを見る。するとそこには、「タイガさん」と表示されていた。

「た、タイガさん!?　な、何でこのタイミング？　どうしよ、心の準備が……！　って、あーでも待たせちゃ悪いよね!?」

　桃花は慌てふためきながらも深呼吸して、思い切って通話ボタンを押した。

「も、もしもし？」

「桃花？　よかった、まだ起きててくれて。いきなりごめんね」

　その声を聞いただけで、桃花の胸は高鳴った。

「ううん、気にしないでください。で、でもどうしたんですか？　タイガさんから電話もらうの、初めてですよね？」

「声が聞きたくなった、とかじゃダメかな？」

「ダメなんかじゃないです！」

「そう言ってくれると嬉しいな」

　思わず照れるような台詞をさらっと言われて、桃花は大いに焦る。

「それと、確認がしたくて。……明日、待ってるから」

　来てくれるよね？　と懇願されたように感じて、桃花の胸がきゅっと締めつけられた。

「も、もちろん行きます！　絶対に行きますから！」

　嬉しくて、思わず声音が大きくなってしまう。

　心臓が、まるで自分のものじゃないみたいにバクンバクンと動いている。それが自分でもわかるほどだった。

「ありがとう。ならまた明日、いつもの時間に待ってるよ。お休み」

「はい、お休みなさい……」

　電話はそこで切れてしまった。しかし桃花は、携帯を耳から離せないまま、しばらく固まっていた。

　動けるようになったころ、淹れた珈琲はもう冷め切っていた。




　十四．




　久しぶりにタイガに会えるので、桃花は朝から緊張していた。

　何度も鏡を見ては、髪型や服装を念入りにチェックする。

　豪邸に向かう途中、鏡を見つける度に自分の姿を確認して「大丈夫かな？」「変じゃないよね？」と、一人で自問自答を繰り返してしまう。

「お久しぶりです、桃花さん」

「お、お久しぶりです」

　正式な予定だからか、執事が門扉の前で待っていた。

　何度も足を運んだはずなのに、最初に来たときと同じように異世界に迷い込んだ気分になってしまう。

　中に足を踏み入れると、広大な庭に出迎えられる。庭の中央に置かれた噴水やリムジンが止まった駐車場も、まったく変わらない。

　執事に先導されながら豪邸の中に入ると、様々な絵画や装飾品、輝きを放つステンドグラスなどが目につく。

　緊張して固くなっていたことしか覚えていない来賓用のソファ、豪奢なシャンデリアのある部屋、らせん状になった階段、庭を見渡せるほど開放的な廊下……執事に連れられて、とにかく進んでいく。

　そしてようやく立ち止まった場所は、ある部屋の扉の前。

　そこは、以前にタイガと話をした部屋の前だった。

「お連れしました」

「そうか。ありがとう」

　タイガの声を耳にした瞬間、桃花の身体から緊張が消え去った。むしろ全身が弛緩するように感じる。やっぱりタイガの声は落ち着く。とても心地良い。

「おはようございます、タイガさん」

「ああ、おはよう。よく来てくれたね、桃花。待ってたよ」

　それだけで、会えなかった時間の埋め合わせは十分だった。




「色々ありがとう。その、エプロンとか、差し入れとか、それにアドバイスも……。おかげで順調です、どっちのお店も」

　部屋には桃花が淹れる珈琲のドリップ音と共に、風味豊かな香りが漂い始める。

「あれはしたくてやったことだよ。それに、お礼を言うのは俺の方だしね」

「え、タイガさんが私に？」

「そうだよ。もしかして、気づいてない？」

　気づくも何も、私は感謝されるようなことしてない。本当に何も。だからこそ、タイガの力になりたいと思ったのだから。

　ふと、桃花は衝立越しに、タイガがおかしそうに笑う気配を感じた。

「じゃあ、ヒントをあげよう。桃花が、今していることだよ。これならわかるはずだよ」

「今？　珈琲しか淹れていないですけど……。さすがに珈琲が答え、じゃないですよね」

　そう言うと、タイガはかすかに微笑んだように言った。

「朝は必ず珈琲を飲む。俺がそれだけ珈琲が好きなこと、もう聞いてるよね？」

「はい、聞いてますけど……」

　話の流れが読めなくて、桃花は少し困惑しながら答える。

　そんな桃花をよそに、タイガは続ける。

「珈琲を飲むのは毎日の習慣なんだけど、この前、桃花の珈琲を飲んで気づいたんだ。桃花の珈琲を飲むと、調子が良くなるってこと。自分や他の人が淹れたものでも試したけど、何も起きなかった」

「そんなこと……」

　桃花は、タイガが冗談を言っているように思った。けれども、彼がウソをついているようには思えない。

「今では、桃花の珈琲がないと困るくらいなんだ」

　大袈裟なくらいに褒められて、桃花は嬉しさのあまりに頬が緩む。

「そんな不思議な珈琲を飲ませてくれた。そこにありがとう、だよ」

　自分のしていたことが予想外にタイガを喜ばせていたようで、桃花はビックリした。

「そうだ、俺の専属バリスタになってくれないか？」

「え？」

「朝だけで構わないんだ」

　今、なんて言われたの？　専属？　それって、タイガさんのお付きになるってこと？

　何を言っているのかわからずに戸惑っている桃花に、さらにたたみかけるようにタイガが言う。

「俺は、桃花を専属にしたい」

　まるで俺のモノになれ、と言われたように感じて、桃花の胸はトクンとはねる。

「そ、そんな……私なんかより、もっとピッタリな人がいるはずです……」

「いや、俺は桃花がいい。他の人じゃ、ダメなんだよ」

　この言葉は、とても強く胸に響いた。そして、桃花は考える。

　専属になることでタイガの力になれるなら。それなら私は、なってもいい。それに、ずっとタイガの声を聞いていられる……。だったら私……私は──。

「返事、聞かせてくれる？」

「……朝、だけなら。それで私が、タイガさんの力になれるから」

「ありがとう！」

　こうして桃花は、タイガの専属バリスタとなった。





第三章　募る思いと、ほろ苦さ




　一．




　珈琲豆の発注作業を終えた桃花は、スタッフルームで休憩していた。

　椅子に腰掛けて珈琲を飲みながら、桃花は手にした一枚の紙を見つめている。それは、週初めの売り上げ表。

　今週も黒字が続いていて、桃花は嬉しさから頬が緩んでしまう。

「ふふ、この前までの数字がウソみたい。なんか幸せな気持ちになっちゃうわ」

　移動カフェが軌道に乗り〈フローライト〉の収益も増加していた。

　自分の努力が結果を生み出していることで、桃花はますます意欲に燃えていた。

　最近の私、何か良い感じかも。今ならどんなことでもできちゃいそうっ。

　桃花は自分でもビックリするほど、エネルギーに満ちていた。

　プルルルルル──。

　そのとき、店内に電子音が鳴り響く。

「いけない、電話。はいはい、ちょっと待ってよね」

　移動カフェ効果か、最近はお客さんから、電話で豆の注文が入ることが多い。そういった注文は〈フローライト〉で受けることにしていた。

「お電話ありがとうございます。〈フローライト〉の茅野がお受けいたします」

「──桃花か、ちょうど良い。急で悪いが、今日の閉店後そっちに向かう」

　声の相手は泰雅だった。

「わかりましたが、どのようなご用件でしょうか？」

「売り上げが知りたいんだよ。資料を準備しておいてほしい」

　移動中なのか、隣から話し声が聞こえる。なんだか忙しない様子だ。

　ぶっきらぼうにそれだけ言うと、一方的に電話を切られてしまう。

「ホントに急。でも、知ったらきっとビックリしてくれるよね」

　この前助けてもらったお礼になれば、いいんだけど。

　なぜかはわからないながらも、桃花は泰雅と会えることが少し楽しみになっていた。




「悪い、少し立て込んでて遅くなった。それで、売り上げは？」

　泰雅がやってきたのは、〈フローライト〉の営業が終了して三十分は過ぎたころだった。一部を残してモールは暗くなっていて、完全閉店までもう少しといったところか。

「これ、でいいですか？」

　桃花は緊張しながら、事前に準備しておいた資料を手渡した。

　二人きりなのは始めてじゃないのに、泰雅のことがやけに気になる。気にしないように意識すればするほど、その感覚は増していく。

「頑張ってるみたいだな。この数字なら、まずまずって感じか」

「え、本当にそう思いますか？　よかった……」

　褒められたことが嬉しくなり、自然と桃花の頬が紅潮する。

　そんな顔をじっと見つめたまま、泰雅が言う。

「せっかくだ。今の君が淹れる珈琲の味も確認しておこう。一杯でいい。淹れてくれ」

「珈琲を？　準備しないといけないので、少し時間がかかりますが……」

「構わない。待とう」

　そう言われたら断るわけにもいかない。

　桃花は店内の照明を点けて、すぐにドリップの準備を始めた。




　泰雅に見られている──。

　そう思うと緊張して、いつもより手際が悪くなってしまった。それは泰雅も感じているのか、店内の椅子に腰掛けたまま、じっと黙っている。

「お待たせいたしました。こちら、フローライトブレンドです。移動カフェで一番人気なんですけど……」

　緊張した表情は崩さないまま、桃花は珈琲を机の上に置いた。

　カップからは湯気が立ち上り、香ばしい香りを広げていく。

　泰雅は何も言わずに、ゆっくりとカップに手を伸ばす。そして静かに口に含んだ。

　一口飲んでから、泰雅が言う。

「……なあ、まだ体調が良くないんじゃないのか？」

「え？　……どうして、そんなことを？」

「なんというか、味にまとまりが感じられない。いや、悪くはないが、少しズレている」

　うそ、そんなはず……。だって、いつも通り淹れたのよ？

「本調子、じゃないんだろう？　だからあれほど休めと言ったのに」

　言葉はキツいが、心配そうに顔色をうかがってくる泰雅。

「ちょ、ちょっと待ってください！　……自分で確かめてみます」

　泰雅のカップを奪うようにして、桃花は自分の口に運んだ。

「……ホントだ。なんで？」

　確かに少しだけ味に違和感がある。酸味だけが変に目立ってしまって、全体的に、味の統一感がない。

「もう一度聞くが、本調子じゃないのか？　また倒れられでもしたら──」

「体調は平気です！　ただ少し、少し緊張してしまっただけで……」

　泰雅の視線を意識して、動きにムラが出てしまったに違いない。

　それにしても、泰雅に見られたくらいで動揺する理由がわからない。私はどうしちゃったの？

「平気ならいい。疲れで味が変わることもあるからな。だが、長引くようなら考えなければならないかもな」

　そんな泰雅の言葉に、桃花は小さな声で「すいません……」と言った。




　二．




　泰雅は、珈琲の片づけを手伝ってくれた。慣れた動きを見るかぎり、どうやら道具の扱いを知っているらしい。

　完全に片付けて店から出ると、外は雨が降り出していた。

「え、雨？　降らないと思ってたのに……」

　桃花は自宅から〈フローライト〉まで徒歩で通っている。二十分くらいの距離だが、さすがにこの雨では傘がないのは辛い。

「車で送ってやる。その方が楽だろう」

　思いもかけない泰雅の申し出に驚いた桃花。慌てて「そんな、大丈夫ですから。いいですよ」と断った。

「こんな時間に押しかけた俺が悪いんだ。風邪を引かれても面倒だしな」

　どうやら引くつもりはないらしい。要するに、心配してくれているようだ。

　だったら素直に言えばいいのに。これってもしかして、ツンデレってやつ？

「ふふっ」

　泰雅の意外な一面を知り、桃花は思わず笑ってしまう。それを見逃さなかった泰雅が、ふてくされたような声で言う。

「……何がおかしい？」

「いえ、別に。ふふふっ」

　その言い方が、いかにもツンデレだったので、また笑ってしまう。

　そのせいで、さらに泰雅はふてくされた表情になった。だから桃花は、泰雅の目を見返して言う。

「ごめんなさい。いつもと違って優しいんだなって思ったら、つい」

　しかし次の瞬間、泰雅は自分の動揺を隠すように、早口で言った。

「……待ってろ。今、車を回してくる」

　そして雨の中、駐車場へと走って行った。

「ホント、素直じゃないんだから」

　桃花はおかしそうに笑いながら、静かにつぶやいた。




　泰雅が運転しているときの様子を盗み見た桃花は、その精悍な横顔に思わず見惚れてしまう。意外と男らしい表情をしていることに、驚いた。

　しかし、車の中だといつにも増して泰雅は無口。

　好きなものや今の仕事についた動機など、他愛ない質問をしてみるも、心ここにあらずだ。

「そういえば私が倒れたとき、運んでくれてありがとうございました。救護室まで運んでくれたの、泰雅さんなんでしょう？」

「……悪いが、運転中は話さないでくれ。気が散る」

　ようやく口を開いたかと思えば、冷たく突き放される。

　気が散るって……そんな言い方しなくてもいいのに。

　思わず口の先まで文句が出かかったが、送ってもらってる手前、何とか抑え込む。

　助手席からチラッと横目で泰雅を見ると、目線はずっと前しか向いていない。気づいてるはずなのに、目を動かしてもくれなかった。

　だったら一人でしゃべる。勝手にしゃべる分には問題ないはずだ。

「……私の両親って夢見がちだったんです」

　桃花が何となく話題にしたのは、自分の身の上話だった。

「〈フローライト〉も、二人が始めたお店なんです。珈琲は人を幸せにする、とか言って張り切って。二人とも純粋というか、理想を追い求めるタイプだったんでしょうね。ともかく、そんな両親だったんです」

　桃花は想い出を慈しむように、柔らかな声でつぶやく。

　相変わらず泰雅は黙ったままだったが、耳を傾けているらしいことはわかった。

「私、その理想主義がずっと嫌だったんです。だって、女の子はお淑やかにしなさいとか、はしたないから短いスカートは履かないで、とか言うんですよ？　二人は、どんなことにも理想の姿があって、それを私にも当てはめたんです。でも、両親を傷つけたくなくて……。そうしたらいつの間にか、私は二人にとって理想の女の子を演じるようになってたんです」

　私はなんでこんなことを言っているんだろう。

　そう思っても、言葉は堰を切ったように次から次へと溢れてくる。

　今考えると、バカだなと思う。だって、別に強要されたわけじゃない。あれは二人が、自分を心配して言ってくれていただけなんだから。

「──今は？」

「え？」

「今も演じてるのか？　両親にとって理想の自分を」

　やっぱりちゃんと聞いてくれていたんだ。

「さすがに今は違います。好き勝手、っていうとアレだけど、素直に生きてるつもりですから。でも、どうしてそんなことを聞くんですか？」

　すると泰雅は、当然のことでも話すように言った。

「昔の君を、俺は知らない。ただ、今の君の方が好感を持てると思ってな。他意はない」

「な、何を言って……!?」

　好感が持てるって……それってどういうこと？

　言葉の意味を考えて頭の中がグルグルしてしまい、それきり桃花は黙ってしまう。

「今日はすぐに寝た方がいい。無理だけはしないようにな」

　自宅についたとき、心配そうな声で泰雅が言う。

　しかし桃花は、その言葉に上手く反応することができなかった。




　部屋に入ると、桃花は浴室に直行した。今は、湯船に頭から浸かっている。

　桃花は、何か悩みや気にかかることがある日には、こうして湯船に潜る。そうすると、なぜか心が落ち着くのだ。しかし、今夜に限ってはあまり効果がない。

　──今の君の方が好感を持てる。

　泰雅のこの言葉が、頭の中でリフレインしていたからだ。

　何、あの意味深な台詞！　不覚にも、ちょっとドキッとしちゃったじゃない！

　泰雅が意地悪なだけの人じゃない。それは桃花も感じていた。冷たいかと思えば優しかったり、勘違いしてしまいそうな台詞も言うし……。とにかくすごく不器用な人だということは、わかっている。でも……。

　桃花が湯船から頭を出すと、ポタ、ポタと、髪の毛から水がしたたる。

「はぁ。泰雅さんったら、何であんなこと言ったのよ……。動揺しちゃうじゃない、バカ」

　桃花はそうつぶやき、また湯船に頭を沈ませていった。




　三．




「うん。やっぱり桃花が淹れてくれた珈琲を飲むと、頑張ろうって思える。桃花が専属になってくれて、俺は幸せ者だね」

　気持ちが弾むような言葉を言ってくれるタイガ。桃花はいつもなら恥ずかしくて照れながら返事をするのだが、今日は「ありがとう」としか言えなかった。

　せっかくタイガと話してるのに、どうしても気持ちが集中できない。

　理由は、一週間前に泰雅が言ったことだとわかっていた。未だに桃花は、気持ちを整理できていない。

　相談すれば、タイガは絶対に話を聞いてくれると思う。でも、このことだけは、自分で解決する必要があると感じていた。

　それに他の男性のことをタイガに話すのが、桃花は何だか嫌だった。

「そうだ。桃花に渡したい本があったんだよ。移動カフェの役に立つと思って」

「渡したい本？」

「俺には必要ないから、もらってほしくてね」

　そう言うとタイガは、執事に取ってくるように言った。

　執事から本を受け取ると、そこにはいくつかのカフェ店が載っている。中には、それぞれの店が使う独自のアイデアなどが紹介されていた。

　珈琲豆を使ったケーキ、占い喫茶店、実際にミルで豆を挽く体験教室など、色々と工夫がなされている。

「桃花の移動カフェにも、何か色が必要だと思うんだ。俺はラテアートとかいいと思うんだけどね。雰囲気にもよく合いそうだし」

　せっかくのタイガからのアドバイスも、今の桃花にはフィルターか何かを通した声のように聞こえ、ダイレクトに響いてこない。

「ありがとう。少し考えてみますね」

　自然と答える声も、小さなものになっていく。

　泰雅さんがちょっと言ったことでこんなに動揺するなんて……。情けないな、私。

「……桃花。元気ないけど、どうしたの？」

「そ、そうですか？　いつも通り元気ですよ」

　とっさに桃花はウソをついてしまう。

　タイガを騙すようで心苦しかったが、どうしようもなかった。

「ならいいけど……でも、何か困ったことがあったら、いつでも頼っていいからね」

　互いの顔が見えていないのに、桃花はコクンと頷いた。

　意識しすぎなのだろうか。なぜだかタイガの声が、泰雅の声と重なって聞こえるのだった。




「はぁ……」

　椅子に座ってタイガにもらった本を読みながら、桃花は深いため息をこぼす。

「どうして私、こんなに悩んでるのよ……」

　泰雅の言葉が耳の奥でずっと響いていて消えず、桃花はほとほと困り果てていた。

　プルルル、プルルルルル──。

　そんなとき、〈フローライト〉の電話が鳴る。

「オーナー、真宮さんからです」

　スタッフルームで休憩していた桃花の元にスタッフがやって来て、そう言った。

　え、泰雅さんから!?　ちょ、ちょっと待って！

　驚きのあまり、持っていた本を床に落としてしまう。拾って立ち上がるときには机に頭をぶつけて、桃花の瞳に涙が浮かんだ。

「あの、オーナー？」

　ひどく慌てる桃花に、スタッフが奇異な目線を向けてくる。

　桃花は恥ずかしさに顔を赤らめながら、気を落ち着けて電話に出る。

「お電話代わりました、茅野です」

「悪いな。急遽決まったことがあったから、早めに伝えておこうと思って」

　いつも通りの声にホッとすると同時に、この前のことがなかったような雰囲気の泰雅の様子に、桃花はなんだかもやもやした気分になる。別にいつもと同じでいいのだけど、内心は複雑だった。

「急遽って、何がですか？」

　思ったより冷たい声が出たことに驚きながらも、桃花は聞く。

「モール内の他店とのコラボレーションが決まった。急で悪いんだが、来週に企画のカンファを実施することになった。簡単でいい。来週までに企画を考えといてくれ」

「コラボレーション？　それって〈フローライト〉とですか？」

「正確には、移動カフェの方だな。コラボの相手は〈ベアブレッド〉というパン屋だ。来週の会議には私も出席する。いいな、頼んだぞ」

　忙しいのか、それだけで電話が切れてしまう。

　他店とのコラボレーション経験など全くない桃花。どんな企画を立てればベストなのか見当もつかない。しかし、泰雅が来週やってくるという事実が、桃花を奮い立たせた。

「この間、泰雅さんはどんな意味であんなことを言ったのか、そのときにちゃんと聞く。だからそれまで、この前のことは考えない！」

　気持ちを切り替えるために、桃花は自分の頬を軽くたたくのだった。




　四．




　企画を考えるというのは、慣れていないとやっぱり難しい。

　良いアイデアはないものかと悩んでいるときに、ふと思いだしたのはラテアート。

　タイガからもらった本を読んで一番自分に向いていると思えたし、何よりタイガ本人に「いつも話してくれるフローライトの雰囲気に合っていると思う」と言われたことが大きい。

　とりあえず、今日はここまで！　まだ時間はあるんだし、甘い物でも食べて、リフレッシュしよう！

　桃花はそう考えて、店が終わってから篤人がやっている〈fragile〉へと向かった。

〈fragile〉は八時に閉まるが、篤人は閉店後に次の日の準備をすることが多い。それを見越して事前に連絡したら、「桃花ちゃんなら大歓迎だよ！」と言われたのだ。

　つまり篤人の優しさに甘えたわけだけれど、快く歓迎してくれるのだからありがたい。

　訪れた店は、よく見れば教会風の外観と光の色合いの影響なのか、神々しさがあった。

「改めて見ると、ホントおしゃれなお店……私も店作り、見習うべきかな」

　そうつぶやきながら、桃花は両開きのドアに手をかけて、ゆっくりと開けた。

「あ、桃花ちゃん！　ようこそ。ちょっと待ってね」

　篤人はいったん作業を中断して、カウンターの前までやってくる。

「ごめんね、篤人くん。いきなり来ちゃって」

「気にしないでいいよ。むしろ、来てくれて嬉しいから」

　サラッとそんな台詞を言えるから、篤人の店は多くの女性を虜にするのだ。もちろん、篤人の容姿もそれを助長していそうだけれど。

「それで、ケーキはどれにする？」

「えっと……レアチーズ、かな。篤人くんのオススメがあれば、それもほしいかも」

　取っておいてくれたらしく、ショーケースには数個のケーキが残されていた。

「りょーかい」

　そう言って篤人は、ケーキをトングで箱に詰め始めた。

「そういえば電話で言ってたけど、また企画考えなきゃなんだってね。どう、いい企画、思いつきそうなの？」

「漠然としてるけど、ラテアートやりたいなって。でも、絵柄とか決まらなくて……ちょっと悩み中なんだ」

「そっかぁ……」

　すると篤人は、何かをじっと考えていたかと思うと、改まって話を切り出してきた。

「桃花ちゃんさ、今回も俺のアイデア……使う？」

「篤人くんのアイデア？　えっと、今回もって？」

　桃花は、その言い方が気になった。今回も？　それってどういう意味？

　移動カフェのとき以外で、篤人が案を出してくれたことがあっただろうか。

「もちろん桃花ちゃんがよければだけど──いや、やっぱ今の忘れて」

　しかし次の瞬間、慌てて篤人は自分の言葉を取り消した。

「忘れてって言われても……」

　桃花はわけがわからなくて首を傾けたが、篤人はいいから、としか答えてくれない。

　そのとき、ふと桃花は思った。もしかして、篤人がタイガなのかもしれないと。

　証拠はないし、あんな豪邸に住んでいるなんて話、聞いたことがない。でも、篤人の名字は「大賀」。

　桃花は、確信を持ち始めていた。




　五．




　数日後。

　タイガの豪邸を訪れた桃花は、普段の珈琲とは別にラテアートに挑戦しようとしていた。

「あれ？　いつもとは違う香りがするけど、今日は何かサプライズでもあるのかな？」

　まさか香りで気づかれるとは思っていなかった。しかし桃花は、もったいぶって本当のことを言わないでおく。

「見てのお楽しみ。ちょっと待っててもらえますか」

「いいね、お楽しみか。俺もサプライズとか大好きなんだ」

　タイガが嬉しそうに言うので、桃花も何だか嬉しくなってしまった。衝立のこちら側にいる執事も、おかしそうに笑っている。

　やっと完成したラテアートを、桃花は執事に手渡した。

「これはこれは」

　驚きながら、執事がタイガに、ラテアートの施された珈琲を渡してくれる。

　どんな反応してくれるかな？　桃花は緊張しながら、反応を待った。

「へえっ、ラテアートか！　これは予想してなかったな。それにこの絵柄──まさかタイガだからタイガーってこと？　あはは、面白いサプライズだね！」

「自分で言うのもなんですけど、綺麗にできたかなと思うんです。……どう、ですか？」

「そうだね。飲むのがもったいなく思えるくらいだよ。写真、とってもいいかな？」

　どうやら喜んでもらえたらしい。

「もちろん！」

　良い反応をするタイガの声を聞き、桃花は作ってよかったな、と心の底から思った。

　タイガの笑顔が直接見られたらいいのにと、今日ほど強く思ったことはない。

　ねえ、タイガさん。あなたって、一体どんな表情で笑うの？　どんな姿をしているの？

　そしてそのとき、桃花は気づいてしまった。いつの間にか自分はタイガに近づきたい、顔を見て話したいと、強く切望していることに。

　──そっか。私、タイガのことをもっと知りたいと思っているんだ。

　そのことを自覚したとき、桃花の胸は、トクンと高鳴っていた。
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〈ベアブレッド〉との企画会議、当日。

　現場の雰囲気を知りたいという要望があって、会議場所は移動カフェとなった。

「なるほど。確かにこれは、絶好のロケーションですね。さすが真宮さんだ」

「そう言っていただけると幸いです。実際、ここでの売り上げ実績は目を見張るものがありますよ。こちらのデータが何よりの証拠です」

　何だか泰雅さんのキャラが、私に対するときと全然違う。

　泰雅と〈ベアブレッド〉の責任者とのやりとりを聞きながら、桃花はそう感じていた。

　会議だから当然なのかもしれないけれど、泰雅がずいぶん遠くに行ってしまったように思えて、なんだか桃花は複雑な気分になる。それに全部を泰雅主導で進められて、自分のいる意味がないのではないか。そんなことを考えてしまう。

　泰雅の話に相づちを打つことくらいしかできなくて、情けない気持ちになった。

「それで企画の内容ですが、具体的にはどんなプランニングを？」

「そちらに関しましては、こちらの茅野さんから資料を預かっています。考えたのは、パンとラテアートの融合、です」

　どうやら企画の内容まで泰雅が説明するらしい。桃花は、本当にただ居るだけだ。

　でも、それで良かったのかもしれない。

　──もし、篤人がタイガだったら。

　今の桃花は、ただそれが気になって仕方なかったのだから。




　タイガのおかげで、コラボ企画は正式にスタートが決まった。

　目指すところは、ラテアートを扱うことにより、若い客層の売り上げを伸ばすこと。要するにターゲット層の幅を広げ、集客増加につなげるということだ。

　今は準備中の店内で、泰雅と話をしている。しかし桃花は、タイガと篤人の関係が気になって、企画の準備になかなか集中できずにいた。

「おい、桃花。お前、この企画をやる気あるのか」

「……え？」

「自覚してないのか？　お前、ここのところずっと、心ここにあらずって感じだぞ。急に新企画がスタートしたから戸惑うのはわかるが、集中しろ。企画がコケたら〈ベアブレッド〉も迷惑を被るんだぞ。モールから撤退することになってもいいのか？」

　そんなこと、言われなくても自分が一番わかってる。泰雅の言葉が心に冷たく突き刺さり、桃花は傷ついた。

「ボーッとしてたのは謝ります。でも、そんなにキツく責められることですか？」

「……何だって？」

「だってそうじゃないですか。泰雅さんが何でも全部やっちゃうし、私のいる意味なんかないでしょ？」

「あのな、それは君が慣れてないと思って気を遣ったんだ。それに、企画会議に責任者が立ち会わないでどうする？　有り得ないだろ」

　泰雅の言い分が真っ当なことくらい、桃花もわかる。しかし言わずにはいられなかった。

「気遣った？　なら、最初からそう言ってください。泰雅さんはいつもそう。そっちこそ配慮が足りないこと、自覚してください。……不器用さも、いっそそこまでくると哀れですよ」

　私は何を言っているんだろう。完全な八つ当たりじゃない。

　こんなことが言いたいわけじゃないのに……これじゃ、ただのヒステリーだ……。

「哀れだと？　まさか君に言われるとは思わなかったよ。万年赤字で、モールの撤退候補に挙げられた店のオーナーにな！」

「私が言っている哀れは、人格のことですよ。仕事の状況は関係ないわ」

　泰雅との間の空気が険悪になるのが、肌で感じられた。

　しばらく無言でにらみ合う。やがて口を開いたのは、泰雅の方だった。

「……悪いが、話し合いは後日にする。このままだと、ろくな話もできないからな。その代わり、次回までには頭を冷やしておけ。いいな？」

　それだけ言うと、泰雅は椅子から立ち上がって、肩を怒らせて帰って行く。自分が招いたことなのに、桃花はつい手を伸ばして、泰雅の背中を止めようとする。でも、できなかった。

「……何やってるんだろ、私」

　桃花はボソッとつぶやくと、机の上に突っ伏した。

　今は何も考えられない気がして、桃花は目を閉じた。
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　自分が悪いのはわかっていた。けれど、泰雅の言葉が必要以上に心を鋭く抉り、桃花は苛立ちを募らせていく。

　泰雅の顔なんか二度と見たくないと思うほどだ。

「少しは私の気持ちも考えてよ……。私だって、泰雅さんの力になりたいのに……！」

　ブツブツ言いながら、桃花は足早に道を歩いて行く。

　企画会議での一件で、全く仕事に集中できなかった桃花。さすがにミスはしなかったけど、今日の移動カフェでは味にムラを出してしまった。少なからず、桃花はそう思う。

　歩きながら空を見上げると、綺麗な星々が輝いている。それに比べて、今の自分の心はなんと醜いことだろう。

「私、最悪だわ」

　空を眺めることをやめ、桃花は自分を責める。しかし、放った言葉は空に吸い込まれて消えるだけだ。

　そうして気がつけば、桃花は見知った門扉の前に立っていた。そこは、タイガの豪邸。桃花は何かに引き寄せられるように、ここを訪れていた。

　泰雅と口論になったキッカケは、タイガの正体を知りたいと思ったこと。だったら、会ってスッキリすればいい。

　そう思ったら、足が勝手に動いていたのだ。

　桃花はためらいもなく、インターフォンのボタンを押す。

「……はい。どちら様でしょうか？」

「あの、茅野です。すいません、こんな遅くに」

「桃花さん？　どうしました、お忘れものですか？」

　対応してくれたのは、執事だった。

「いえ、ちょっとタイガさんに相談ごとがあって……いらっしゃいますか？」

「ご主人に、ですか。あいにくですが、まだ帰ってこられていません」

　帰っていない。それを聞いて、桃花はがっかりした。

「……お急ぎでしたら、中でお待ちになりますか？」

「いいんですか？」

「桃花さんなら、ご主人も喜ぶでしょうし」

「でしたら、お願いします」

　執事の嬉しい申し出を、桃花は二つ返事で受けることにした。




　通されたのは、来賓の客間。

　桃花はソファに腰を下ろし、一人で考え事に没頭していた。

　──お帰りになられましたら、お呼びいたします。その間、こちらでお待ちください。では、私も仕事が残っておりますので。

　執事がそう言って去ってから、すでに三十分近くは経過している。しかし、一向に呼びにくる気配がない。遅くなるのかもしれないなと、そんなことを思っていた。

「ふわぁ……。ちょっと眠くなってきちゃった」

　日頃の疲れもあり、桃花の意識がもうろうとしていく。

　寝ちゃダメ。帰ってくるまで待たないと。

　なんとか眠気に打ち勝とうとするものの、思いの外ソファが心地いい。次第に眠気に抗えなくなっていき、うつらうつらとしてしまう。

「ここで寝ちゃったら、私──何のために、来たの、よ……」

　しかし、桃花の思いとは裏腹に、少しずつまぶたが重くなっていく。

　やがて桃花は、襲ってくる睡魔に勝つことができず、ソファに座りながら静かに寝息を立てて始めていた。
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　何やら体が暖かいことに気づき、桃花はゆっくりと目を開ける。

　一瞬だけ、自分が今どこにいるのかわからなかった。しかしすぐに意識が覚醒し、唐突に何をしていたのかを思い出す。

「そうだ、タイガさんは!?」

　慌ててソファから体を起こすと、ハラッと何かが床に落ちる。それは、ブランケットだった。

　何でブランケットが？　もしかして、執事さんが掛けてくれたのかな？

　そう思ったが、目の前にある机を見たとき、それが間違いだと気がついた。机の上に、一枚の手紙と安眠アイマスクが置かれていて、手紙には「タイガより」と書かれていたからだ。

「これ、タイガさんが？　ああもうっ、私は何して──あれ？　それってまさか、私の寝顔が見られちゃったってこと……？」

　それがわかった途端、桃花は耳の先まで赤くなる。よりによってタイガさんに寝顔を見られるなんて……！

　ショックを受けた桃花は、力ない仕草でタイガからの手紙を手にとり、中身を開いて読んでみる。

　──疲れをためると、せっかくの美貌が台無しだよ。コレを使って、ゆっくり休んで。それと桃花の可愛い寝顔見ちゃって、ごめんね。

　手紙には、そんな言葉が記されていた。

　こんな短い文章からもタイガの優しさが伝わってきて、桃花はそれがとても嬉しい。気持ちが昂ぶって、苛立ちはいつの間にか消えていた。

「こんなに優しくされちゃったら、私、タイガさんのことがもっと気になっちゃうよ。……好きになっても、いいの？」

　タイガからの手紙を胸に抱いて、桃花はつぶやいた。

　今夜こそタイガの素顔を見られると思っていたのに、こんなことではかえって顔を合わせにくくなってしまう。

　結局タイガと話をすることはなく、桃花は帰ることにした。
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　桃花の心は、分厚い雲に覆われてしまっている。

〈フローライト〉の経営にアドバイスをくれるなど、優しく自分をフォローしてくれるタイガに、桃花は魅力を感じ始めていた。でも一方で、篤人がタイガなんじゃないかと思い始めている自分もいる。そんなときに泰雅との衝突も重なるなど、一気に色々ありすぎて、桃花はどうすればいいのか全くわからなくなっていた。

　そのせいか、仕事中でもボーッとすることが増えてしまった。

「はぁ……」

　重たいため息をつく桃花。〈フローライト〉は閉店の時間を迎えたというのに、カウンターに突っ伏したまま、動くことができない。

　そのとき、店の扉が開く音が聞こえてくる。

　顔だけ動かして振り向くと、そこにはケーキの箱を持った篤人が立っていた。

「あ、篤人くん!?　どうしたの、その、いきなり……」

「いや、余ったからケーキのお裾分けに……取り込み中だった？」

　あまりに驚いていたせいか、篤人は困ったように頬をかきながら、苦笑していた。




「──はい、レアチーズケーキ」

「あ、ありがとう」

　桃花は、ぎこちない返事をしながらケーキを受けとった。それを見ていた篤人は、おかしそうに笑いながら言う。

「どうしたの？　なんかいつもと様子が違うんだけど？」

「そ、そんなことないよ。いつも通り元気」

「そう？　だったらいいんだけど」

　篤人はそれ以上、無理に追求しようとはしない。桃花が何も言わなくてもわかっているのか、ただ心配そうにするだけだ。

　その優しさがタイガを彷彿とさせて、桃花はチラチラと、横目で様子を伺ってしまう。

　そのとき、桃花は思う。

　もしも篤人がタイガなら、タイガしか知らないことを知っているんじゃないかと。

　このまま悶々とするくらいなら、ハッキリさせておきたい。そうしないと、いつまで経っても仕事に集中できそうにない。

　だから桃花は、さりげなく篤人に探りを入れてみることを決めた。

「……あのさ、篤人くん。篤人くんは、私の珈琲の味ってどう思う？」

「うーん、珈琲のこと詳しくないからな……。でも、俺は好きだよ、桃花ちゃんの珈琲。なんて言うか、優しい味で」

「それって、懐かしい感じだったりする？」

「いや、そんな感じはしないけど……。ともかく、桃花ちゃんの味は別格だよ。もしかして、誰かに何か言われたの？」

「え？　う、ううん、ちょっと気になっただけ。何でもないから」

「ならいいけど。あ、そうだ。久々に淹れてもらえるかな」

　少しは動揺するかと思ったのに、全く反応がない。桃花の瞳には、いつも通りの姿にしかうつらない。

　もしかして、篤人はタイガじゃないのかな……。

　どうなんだろうと疑問を感じながらも、それ以上のことを聞くことは叶わなかった。




　自宅に戻った桃花は、〈ベアブレッド〉とのコラボ企画用のラテアートを試作していた。何度も作っては飲み、作っては飲みを繰り返していく。

　そうすることで、余計なことを考える暇をなくそうとしていた。

　しかし、どうしてもタイガのことが気になって、無意識のうちにラテアートにも影響を及ぼしている。雑念のせいで絵柄がくずれてしまい、うまく描くことができない。

　気になる。気になって仕方ない。

　ホントに篤人じゃないのかな。タイガは、どうして私に優しくするのかな。

　考えれば、何もかもがわからない。だからなおさらなのか、無性に惹かれてしまう。

　ねえ、タイガ。あなたは一体、誰なの？　私の顔、見たんでしょ？　だったらあなたも見せてくれないと、不公平よ。それとも、私が可愛くなくて失望しちゃったの？

「ダメ、やっぱり上手くいかない……」

　崩れた絵柄が混ざり合ったラテアートを、スプーンですくって口にする。

　それは今の桃花の悩みを表すように、ほろ苦かった。
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　悩みを抱えたまま迎えた翌日。桃花は午後から移動カフェに向かった。

　不思議なことに、体を動かしている間は悩みを忘れられる。

　気がつけば三時間近くが経っていて、時間の流れがやけに早く感じられる。

　この時間は、一番人が来ない時間帯。近くにある会社の従業員などは仕事に集中しているころなので、お客さんの数が一気に減るのだ。

「先に休憩入っていいわよー。戻ってきたら私も少しもらうから」

　桃花はスタッフ達に伝える。するとすぐに、「じゃ、お先にいただきますね」と言う声が聞こえてきて、さっさと出て行ってしまう。

「ふぅ」

　一人残った桃花は、周囲にお客さんがいないことを確認してから、カウンターに顔をのせる。さすがに一息つきたかった。

　仕事に没頭できたの、ずいぶん久しぶりな気がするな。

　桃花はそんなことを思いながら、目を閉じた。

　周囲から聞こえる自然な音に身を任せていると、なんだかとても心地よく感じられる。ずっとこのままでいられたらいいのにと、思わず桃花は思ってしまった。

「おい」

「ひゃあっ！」

　突然声をかけられて、桃花は悲鳴のような声を出しながら慌てて顔を上げる。

「……そんなに驚かなくてもいいだろう」

「い、いきなりで驚いたんです！　それより、なんでここにいるんですか!?」

　そこにいたのは泰雅だった。

　思ってもみなかった人物の登場に、桃花は戸惑う。

「言っただろ、話し合いにまた来るって。それより、意外に可愛い声を出すんだな。そっちの方が、俺は驚きなんだが」

「な……!?　べ、別にいいじゃないですか！」

　指摘された恥ずかしさで、桃花は一気に顔が赤くなったのを自覚する。

「言っておくが、今のは良い意味だからな」

　何が良い意味よ。どう考えてもバカにされたようにしか思えない。

　内心でそうつぶやきながら、桃花は「そうですかっ」と口にした。




　──ちょうど良い。試作中のラテアートをみせてもらいたい。

　泰雅にそう言われ、桃花は仕方なくラテアート作りをしていた。もしかしたら、暇な時間帯にやってきたのは、確認するためだったのかもしれない。

「……この前は失礼なことを言ったな。悪かった」

　作業していると、いきなり泰雅が意外なことを言い出した。

「えっと……？」

「一方的に言い過ぎたと、反省してる。済まなかった」

　手を止めて、桃花は泰雅の方を見る。すると、泰雅は素直に頭を下げていて、なかなか頭を上げる気配がない。どうやら、本当に反省しているみたいだ。

「ちょ、ちょっとやめてください！　あれは私が悪いんです！　痛いところを指摘されて八つ当たりしたんです……。だから謝らないでください。泰雅さんは、悪くないです！」

　自分が悪いという意識を持っている桃花は、必死にそう言った。

　しかし、泰雅は依然として頭を上げようとはしない。

「いや、君の様子が変だとは思っていた。それをどうしようもできない自分に苛立っていた。私が悪いんだ」

「泰雅さん……」

　きっと桃花よりもずっと悩んでいたのだろう。泰雅の言葉には、重みがあった。

　桃花は、泰雅のぶっきらぼうな態度の裏にある優しさを、嬉しく感じる。何だかんだとずっと力になってくれている泰雅は、本当はいい人なんじゃないだろうか。

　それに比べて自分は全然ダメだ。だって、自分のことを棚に上げて、単純に怒っていただけだから。

　泰雅さんに、ちゃんと謝らなくちゃ。でも、言葉だけで伝える自信がない。

　ふと、桃花は作りかけのラテアートに目をとめた。コレを使えば、もしかしたら……。

「……そこに座っててください。ラテアート、見たいんですよね」

　桃花はそれだけ言うと、再びラテアートを作り始めた。




　ラテアートを完成させた桃花は、泰雅の前にカップを置く。

「これは……？」

「ラテアートです。泰雅さん確認するって言ったんですよ」

「いや、そうだが、これは一体？」

　カップの中には Thank you、という文字が浮かんでいた。

　泰雅は、怪訝そうな顔で桃花を見てくる。

「泰雅さんには感謝してるってことですよ。おかげで私、素直になれそうだから」

「……なんのことだ？」

　桃花は深呼吸して、気持ちを落ち着ける。そして思い切って頭を下げながら、言った。

「ごめんなさい！」

　泰雅が息を呑むのがわかった。しかし気にせず、桃花は続ける。

「さっきも言ったけど、泰雅さんには感謝してるんです。だって、あなたがいたから、〈フローライト〉は変われた。移動カフェもできた。それなのに私は、仕事に関係ない悩みのモヤモヤを、あなたにぶつけちゃった……だから、ごめんなさい！」

　勢いにまかせて言っちゃったけど、大丈夫だろうか。そんな理由で八つ当たりした私のことを、軽蔑してはいないだろうか。

　桃花は顔を上げることができない。不安で胸がいっぱいになる。

　何も言ってくれない。……呆れられたのだろうか。

　しばらく無言が続く。

「……いいんだよ、君はそれで」

　静寂を破ったのは、泰雅の言葉だった。

　驚いた桃花が顔を上げて泰雅を見ると、おかしそうに笑っている。

「君は、自分の感情に素直なのが取り柄じゃないのか？　俺は、それが君の魅力だと思っている。だから、もう謝るな」

　泰雅は、ゆっくりと手に持ったラテアートを口に含む。そして、まるで子供のように無邪気に笑った。

「それに、こんな心のこもったラテアートを出されたら何も言えない。むしろ、俺の方がありがとうだろう」

　およそ泰雅の口から出た言葉とは思えない。それにも増して、見たことのないような笑顔に驚かされた。

「どうした？　俺の顔に、何かついてるのか？」

「いや、その……そんな風に笑うんだなって思って。あ、別に悪い意味じゃないですよ!?　無邪気に笑う姿が変とか言ってるんじゃなくて──」

　慌てて取り繕ったが、こんな言い方では変だと言ってるようなものだ。もう、そんなことが言いたいわけじゃないのに！

　案の定、泰雅はすねたような表情になっている。

「俺のことをなんだと思ってたんだ？　まさか笑わないロボットみたいな人間とか思ってないだろうな？　それに……俺だって珈琲は大好きなんだ。美味しい味に巡り会えば、笑顔にもなる。ラテアートとしてはどうなのかわからないが、少なくとも珈琲の方は、とても美味しかったからな」

　いつも口数の少ない泰雅が、珍しく饒舌になっている。

「ふふっ」

　なんだかおかしくなって、桃花は思わず口から笑みをこぼした。

「……何がおかしい？」

「だって、いつもとキャラが違うから。そっか、泰雅さんの素って、こんな感じなんですね。冷たいイメージなのは、仕事上のキャラってことですね」

「俺にキャラなんかない」

「そうですか？　今みたいにしている方が、みんなに好かれますよ」

　何だか、少しだけこの人に近づけたような気がする。

「……それはできないことだ」

　泰雅は困惑した表情で、噛みしめるように言った。

　どうしてなのか聞いても、泰雅は答えようとはしない。

　近づけたと思ったのに、また大きな壁にぶち当たってしまったように、桃花は感じた。




　結局その後は、またぎこちない雰囲気に戻ってしまい、会話も弾まないままだった。

　──味は問題ない。だが、肝心のラテアートが活きてないから、オリジナル要素を入れろ。何か進展があれば連絡してくれ。

　帰り際にそれだけ言って、泰雅は帰って行った。

　オリジナルの要素だなんて言われても、そうそう簡単に見つかるわけもない。

　リラックスすれば何か思い浮かぶかと、桃花はお風呂に入ることにした。

　オリジナルって、どうすればいいんだろ。やっぱり絵柄のバリエーション？　お客さんの似顔絵とかを取り入れる、とかもアリかな？　うーん……。

「……タイガさんや篤人だったら、簡単に面白い発想できちゃうんだろうな」

　桃花は肩まで湯につかりながら、ボソッとつぶやく。

　話をすれば、きっとタイガも篤人も、泰雅だって力になってくれる。でも、それじゃあみんなに甘えてばっかりで、自分は成長できていない。

「ダメダメ！」

　桃花は浴室に響くほどの声でそう言って、湯船からザバッと立ち上がる。

「今回は、みんなに甘えるのは禁止！　いつまでも頼ってばかりじゃいられないんだから」

　みんなだって、私に構ってられるほど暇じゃない。それにこれは、自分の力でしなきゃいけないことなんだと思う。

　だって〈フローライト〉も移動カフェも、茅野桃花のお店なんだから。

　桃花は自分の頬を二・三度軽くたたく。それは、自分の弱さを戒めるため。

「よし、やるわよ」

　十二分に気合いを入れてから、桃花は湯船から上がった。




　十．




「そういえばさ、ラテアート、始めたんだって？」

　豪邸でタイガに珈琲を淹れていたときのこと。いきなりタイガに言われた。

　一度見せたので興味を持ってくれたらしく、ラテアートをしてほしいと言われることが多くなった。

「はい。ただ企画の途中で、まだ準備段階なんです」

「困ってることとかは？　今はないのかな？」

「ない、ですけど……どうして？」

　甘えないことに決めた桃花は、ラテアートの形が定まっていないことは伏せて伝えた。

　しかし、今のやりとりでタイガの様子がどこか変だな、と桃花は思う。

「何か心配事でもあるんですか？」

「ああ、ごめん。そういうわけじゃないんだけど、ただ──」

「ただ？」

　少しだけ逡巡するように沈黙しながら、タイガが言う。

「しばらく、力になれないからさ」

「……どういうこと、ですか？」

「今週末、海外に行く用事ができちゃって。しばらく日本から離れなきゃいけないんだ。寂しいけど、その間はバリスタもお休み」

　予想外の答えに、桃花の頭の中は真っ白になった。

「え？　そ、それって長いんですか？」

「うーん……長くて二週間くらい、かな」

　企画自体は一人で頑張ることにしたから大丈夫。だけど、二週間も会えないなんて……。やだ、寂しいな……。

　たった二週間と思いつつ、永遠のようにも感じて心が大きく揺さぶられる。

「あ、心配しないでくださいね。ずっとタイガさんに頼り切りだったので、これもいい経験です。それに二週間ですよね？　私、子供じゃないんだし、大丈夫です！」

　桃花はタイガに心配をかけまいとして、元気なふりをした。

「ごめん、なんかちょっと気になっちゃってね。うん、大丈夫ならいいんだ」

　なんとかタイガは誤魔化せたが、自分の気持ちは偽ることができない。

　その証拠に、作っていたラテアートの絵柄が、ぐにゃりと歪んでしまったからだ。

　こんなことで動揺しちゃダメ。落ち着かなきゃ……！

　歪んだ絵柄は、桃花が感じている寂しさを代弁しているようで、自分の心を覗いているみたいに思える。

　そのとき、桃花はあることを閃いた。

　絵柄で想いを伝えるラテアート……もし、これができれば──。

　上手くいくかどうかはともかく、面白いとは思える。

「ありがとう、タイガさん。おかげで良いアイデア、思いついちゃいました」

「えっと、何もしてないんだけど……」

　桃花の言っている意味がわからなかったようで、タイガは不思議そうな声を出した。

　その姿を見ながら、桃花は笑顔を浮かべるのだった。





第四章　消えゆく輝き




　一．




「……どう、ですか？」

　桃花は、先ほどから黙ったままでいる泰雅の表情をうかがうように、話しかけた。

　二人は今、〈フローライト〉のスタッフルームで向かい合って座っている。桃花はとても緊張していた。

　泰雅の目の前には、今さっき淹れた珈琲がある。そこには目をつぶって流れ星に願い事をする、女の子のラテアートが描かれていた。

「そういうことか」

　泰雅は納得した様子で、一度だけ頷いた。

「そういうこと？　何がですか？」

「ああ、いや、何でもない。このラテアートだが、アイデアは面白いんじゃないか。絵柄で想いを伝えるなんて、君らしいじゃないか」

「ホントですかっ？　よかった……」

　ホッと胸をなで下ろし、桃花は緊張を和らげた。

「ところで、この絵柄は何を伝えようとしているんだ？」

「えっと、このアイデアが採用されればいいなっていう、その……」

「願掛けってわけか。つまりコレは、俺に企画として採用してほしい、と。……単純というかなんというか、君らしいアートだな」

　そう言って泰雅は、こらえようとしてもこらえきれずに笑い出した。

「もっと素直に笑えばいいのに」

　この前見せてくれた、無邪気で子供っぽい笑顔みたいに。

　泰雅は、困った表情を浮かべた後に「それはできない」と言う。そうしなければいけないと、自分に言い聞かせているようだった。

「それ、この間も言ってましたけど、なんでですか？　私はさっきみたいな泰雅さんの方が好きだし、魅力があるって思うのに。どうして笑うことを嫌がるんですか？」

「……仕事とプライベートの公私混同をしたくないんだ。みなに示しがつかないだろう」

「それって？」

「俺はこのモールの責任者でもあるんだ。どんな些細な行動にも責任が伴う。自分を律して当然だろう？」

　どうやら泰雅は、仕事には私情を挟んじゃいけないと思っている。冷たい態度をとるのは、もしかしたらそのせいかもしれない。

　確かに規律は大事。けれども、そこまで自分を律しなくてもいいはずよ。

　それに私は、普段の泰雅さんの姿を少しは知ってしまった。だからなおさら、他人行儀に冷たく接されるなんて嫌だ。

「だったら、私の前でくらい素直になってください」

「何を言って──」

　桃花の口は勝手に動いていた。

「私にだけは、素直な自分でぶつかってきていいですから」

　こんなこと、本当は私に言う権利なんかない。

　それでも桃花は、言わずにはいられなかった。

　余計なお節介だとしても、言わないよりマシだから。

　泰雅は、何も言わずに黙っている。少し言い過ぎたのだろうか。

　そのとき、泰雅が目の前に置いたままのカップを手に持ち、ゆっくり口に含んだ。

「……甘いな、甘すぎる。だが、悪くない」

　そして前に見せた笑顔を浮かべる。子供のように、無邪気に。

　それは、自然体で魅力的な笑顔だった。桃花の胸の奥が弾み、つられて笑顔になる。

「わかった。今度からはそうするよ」

　なぜかその声の穏やかさに、桃花はタイガを思いだした。泰雅とは別人のはずなのに、一瞬だけ重なったように思える。

「今からじゃないんですね」

　桃花が意地悪でそう言うと、泰雅は困ったように苦笑していた。

「それより、伝えることがあるんだが」

「伝えること、ですか？」

「ああ。実は急な出張が入って、しばらく〈フローライト〉には来れそうにないんだよ」

「え、そうなんですか？　でも、商品が完成してないのに……」

　桃花が焦りを募らせると、泰雅は「心配ない」と楽観的に言う。

「想いを伝えるラテアート、それで決まりだ。ただ、絵柄のパターンをいくつか決める必要がある。悪いが、戻ってくるまでに候補をまとめておいてくれるか？」

「え、それってどういう意味ですか？」

「そのラテアートを商品化するってことだ」

「ほ、ホントに？　やった！　ありがとうございます！」

　泰雅の言葉に、桃花は満面の笑みを浮かべながら喜びを表した。

「出張から戻るまでに、俺を満足させるラテアートを完成させとけよ。ラテアートに夢中になり過ぎて、移動カフェにも手を抜くんじゃないぞ」

　それだけ言うと、泰雅は机の上にカップを置いて立ち上がった。

　そうして帰る泰雅を見送った後、桃花はカップに目を向けて驚きを隠せない。なんと、カップの中身は空っぽだった。




　二．




　泰雅との関係が改善されて、桃花は気分が高揚していた。

　移動カフェも〈フローライト〉も黒字で順調だし、コラボ企画もつつがなく進行している。ラテアートの商品化も決まり、すべてがうまく動いていた。

　だからだろうか。やけに気持ちが落ち着いていて、タイガの正体はどんな人なんだろうという疑問、その真相すら、今はどうでもよくなっていた。そのうちわかる日が来ると、楽観的に考えられた。

「いつもより早くに来てもらって、ごめんね」

「いいんです。朝の時間を有意義に使えて、嬉しいですし」

　桃花は今朝も珈琲を淹れるために、タイガの豪邸を訪れていた。

　いつも通りの手順で珈琲を準備していったが、普段と違うのは、明日からタイガとしばらく会えなくなること。

　珈琲を淹れて、他愛のない話をして、たまに書庫で資料を読ませてもらう──それができなくなるのは、たとえ数週間でも辛くて仕方ない。しかし桃花は、タイガに心配をかける方がもっと嫌だと思っていた。

「桃花の珈琲が飲めないなんて、寂しいな。できれば出張についてきてほしいくらいだ」

　不意打ちのような言葉に、桃花の胸はトクンと高鳴る。

「もう、そんな冗談言わないでください。私は今、〈フローライト〉を休むわけにはいかないんですからね」

　私だって、タイガさんに会えなくなるのは寂しい。できればついて行きたい気持ちもある。

　でも、さすがにそんなことは言えない。タイガさんの迷惑にはなりたくないから。

　それに、ずっと行きっぱなしじゃないんだから。だったら、待つだけよ。

　とは言っても、そんなに私の珈琲に魅力を感じてくれるのは嬉しい。嬉しすぎて、頬が緩むくらいだ。

　だから桃花は、タイガに向けて言う。

「戻ってきたら、とびっきりの珈琲を淹れてあげますから。それを楽しみに、お仕事頑張ってきてください」

「とびっきりの珈琲か。うん、それは魅力的だ。絶対だからね、桃花」

「もちろんですっ！　……だから、なるべく早く戻ってきてください。これも絶対です」

　思わず本音を言っちゃった。これじゃ、離れたくないって言ってるのと同じじゃない。

　口に出してから後悔に襲われる。

「はは、わかったよ。約束する」

　しかしタイガは、桃花の動揺には気づかないまま、嬉しそうに約束を口にした。




　帰り道。桃花は入り口の門扉のそばで立ち止まり、豪邸を振り返りながら自分に言い聞かせる。

「よし、私も頑張らなきゃ！」

　桃花は気合いを入れるために、自分の両頬をパチンッとたたく。

　そして豪邸に背中を向けて少しだけ歩き出したとき──。

「──ひゃっ!?」

「──きゃあっ!?」

　桃花は誰かとぶつかってしまう。

「いったぁ～い……！　ちょっとアンタ、どこ見て歩いてんの？　これって軽い事故よっ」

「す、すいません！」

　驚いて閉じた目を開けると、全身をブランド物で固めた女性が、地面に尻餅をついていた。見たところ、自分より少し若い。

「謝ってすむと思ってるの？　まったく、これだから貧乏人は嫌なのよ……」

「すいません……」

「だからぁ、謝って──はぁ、もういいわ。とりあえず手を貸して」

　桃花は言われるがまま、女性の手をつかんで、ゆっくり立ち上がらせた。

　服をはたいて汚れやホコリを落としながら、女性が言う。

「それよりアンタ、さっきそこから出てこなかった？」

　そう言って彼女が指さしたのは、タイガの豪邸。桃花はコクンと頷いた。

「アンタ、あそこで何してたの？」

　ずいぶんと横柄な物の言い方をする人だなと、桃花は思う。シャネルかヴィトンか、はたまたクロエか……よく知らないけど、バッグやネックレスを見る限り、その手の高級ブランド物だろう。

　女性はとても裕福そうに思える。

　まさか、タイガの知り合い？　だとしたら、一応説明した方がいいのかも。

「この屋敷専属の、バリスタなんですけど……」

「何それ。あたし、そんなこと聞かされてないんだけど……」

　女性は、唇を噛みしめてブツブツと何やらつぶやき出す。

　もしかして、危ない人だった？

　早くこの場から逃げないと、面倒なことになりそうだ。

「あ、あの……私急いでいるので、コレで……」

　今しかないと判断して、桃花は急いでその場を後にした。




　三．




　時間が早かったので、桃花は自宅に一度戻ってから〈フローライト〉に向かった。

　営業を開始してから少し経ったころ、桃花の携帯にタイガからメールが届く。

　──では、行ってきます。何かあれば、遠慮なく連絡してね。

　そう書かれていた。

「旅立つ前のバタバタしたときにメールなんて、タイガさんったらマメなんだから」

　とは言うものの、その気遣いが嬉しい。

　そのとき、スタッフがやってくる。

「オーナー、〈ベアブレッド〉の方がお見えになられてますけど……」

「あれ？　アポイントとかって入ってた？」

「いえ。ですが、何か企画の話をしたいとおっしゃっています。どうしますか？」

「じゃあ、こちらにお通しして」

　そう伝えると、スタッフは〈ベアブレッド〉の人の元へと向かっていった。

　あ、そういえば泰雅もさんも出張なんだった……。勝手に企画の件、私たちだけで進めてよかったっけ？　ちゃんと確認しておけばよかったな……。

　泰雅が戻ってくるまで自分一人で企画を進めなければいけないのかと思うと、桃花は若干の不安を感じるのだった。




〈ベアブレッド〉の責任者との打ち合わせを終えた桃花は、移動カフェの仕事を開始する。

　少し前までは、〈フローライト〉との掛け持ちで疲れがとれないことが多かった桃花。だが、仕事に慣れ、業績が向上するにつれて、翌日に引きずるような疲労はめっきりなくなった。

　むしろ、今は二つの仕事が楽しくて仕方ない。

「カフェモカとフローライト・ブレンドいただきました！」

「ありがとうございます！」

　珈琲をスタッフに渡そうとしたとき、誰かの視線を感じる。桃花はチラと、そちらに顔を振り向かせた。

「あ。あなた、さっきの……？」

　そこには、タイガの豪邸近くでぶつかった、ブランド一色の女性がいる。

「──北条由依よ。さっきのとか言わないでくれる？　けど、驚いたわね。ずいぶん人気みたいじゃない」

「ど、どうも……」

　相変わらずの上から目線の言い方に、桃花は少し身構えた。いったいこの女性は何者だろうかと、頭の中で、あーでもない、こーでもないと考えが浮かんでは消えていく。

「ねえ、アンタのおすすめって何？」

「え？」

「この店のおすすめ。せっかくだし、飲んであげる。ほら、早く」

　少しだけ面倒に思ったけど、どんな人だってお客さんには違いない。

「でしたら、フローライト・ブレンドですね。Ｓサイズでよろしいでしょうか？」

　すぐに意識を営業スタイルに切り替える。

　由依の後ろにもお客さんはいるし、あまり時間をかけたくなかったからだ。

　スタッフがフローライト・ブレンドを由依に手渡す。

　桃花は念のため、由衣が外の椅子に座るところまで見届けた。

　何だ、やっぱり考えすぎだったみたい。別に私に、因縁でもつけようと思ってきたわけじゃないみたいね。

　そう思って安心しかけたとき──。

「ちょっと、何コレ！」

　いきなり由依が、大きな声で騒ぎ出す。見れば、珈琲を投げ捨てている。

　あの人、どうしたの？　え、なになに？　珈琲飲んだ途端に大声出さなかった？

　ざわざわと、移動カフェのお客さんに動揺が広がっていく。昼休みのオフィス街ということもあり、道行くＯＬや会社員たちが、周囲に集まってくる。

「す、すいませんがお客様、どうされましたか？」

　慌てて桃花は、由依のもとに駆け寄った。そして肩に手をかけようとすると、由依に手を振り払われてしまった。

「どうされましたかですって？　ふざけないで！　今、アンタの淹れた珈琲の中に虫が浮いてたのよ!?　何、アンタの店は客にそんな商品を出すんだ？　信じらんない！」

「も、申し訳ありません！　でも、虫って……」

　珈琲は、渡す前にちゃんと確認している。虫がいるわけが……。

「客の言ってることを疑うの？　へえ、ずいぶんな対応するのね」

「疑ってなんか……」

　言いながら、桃花は投げ捨てられた珈琲を見る。しかし、虫の影は見あたらない。

　さらに由依は、たたみかけるように言う。

「聞きましたか、みなさん！　この店は、虫の入った珈琲を平気で提供するみたいですよ！　しかも、客の言うことを疑うんです！　この店、衛生面に問題あるんじゃない？　探せばゴキブリとかいるわよ、確実に！」

「な、何てこと言うんですか！」

「事実じゃないの！」

　このままだと、変な噂が広まってしまう。飲食店は、衛生面で悪いイメージを持たれたら終わり。お客さんの入りはガクンと減少すると、タイガから聞いた覚えがある。

　案の定、由依が騒ぎ立てるので、移動カフェからどんどん人が離れていく。

「ちょっと、待ってください！　何かの間違いなんです！　ねえ、ちょっと！」

　写真などを撮っている人もいて、このままではＳＮＳなどにも情報がアップされかねない。

　どうしよう、このままじゃ……。

　さっきまで賑わっていた移動カフェの周囲から、あっという間に人がいなくなった。

　スタッフと桃花は、困惑するだけで動くことができずにいた。

「あはっ、あははっ！」

　そのとき突然、甲高い由依の笑い声が響く。

　苛立った桃花は、由依の方を振り向いて睨みつけた。

「単純すぎておかしいわねっ！　あんな芝居に引っかかっちゃってさ！　あははっ」

「……芝居？　あなたまさか──」

「ウソに決まってるじゃない。普通に美味しい珈琲だったわよ」

　あっけらかんと言う由依の表情は、子供のよう。まるで悪いとすら思っていない。

「どうしてそんなことするんです？　私が何をしたって言うんですか？」

　桃花はようやく、蚊の泣くような声で言う。

「はぁ？　奪おうとするアンタが悪いんでしょうが。まさかとは思うけど、自覚ないの？」

　奪おうとした？　私が？　いったい何のことを言っているのだろうか。

　桃花は、小さく首を縦に振った。

「ふぅん……。まあいいけど。ともかくあたし、黙って奪われるほどお人好しじゃないから。覚悟しときなさいよ」

　由衣はそれだけ言って立ち上がると、呆けたままの桃花に近づいて、耳元で「また来るから」とささやいた。今の桃花には、何も言い返す気力はなかった。

　これは何？　夢？　じゃないとしたら、一体どうして？　何が何だか、もう……。

　笑いながら去って行く由依の背中を、桃花は見つめながら、桃花は呆然と見送った。
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　店への悪影響は、すぐに現実のことになる。

　全てが根も葉もないデマにもかかわらず、お客さんがめっきり減少したのだ。デマによる風評被害が、〈フローライト〉と移動カフェを襲っていた。

「このままじゃ、せっかくのコラボ企画も実現できなくなっちゃう……。やっと軌道に乗ってきたのに、どうしてこんなことに……」

　私は、あの人に恨まれる覚えなんてない。奪おうとしているだなんて、意味がわからないわよ……。

　──誰か助けて！

　頭に思い浮かぶのは、タイガと篤人、そして泰雅の三人。しかし、タイガと泰雅はここにいない。篤人にしても、同じデマでも流されたらと考えると、軽く相談ですら危険に思える。

「……私だけで何とかしなきゃ」

　具体的にどうすべきかはわからない。だけど、このままではモールから撤退せざるを得なくなる。今までの苦労が、水の泡になってしまう。

「とにかく今は、デマなんだってことをわかってもらわないと。大丈夫……私は悪いことなんてしてないんだから」

　桃花は言い聞かせるようにつぶやいた。




　ずっと黒字だったのに、一転して赤字の日が続いていた。

　さすがに常連の人たちは、虫の一件をウソだと信じてくれたけれど、移動カフェを始めてから来ていた新規のお客様たちは、そうはいかなかったのだろう。

「また振り出しに戻っちゃった……」

　桃花はエプロンのポケットから両親の写真をとりだして、ボソッとつぶやく。

　知らず知らずのうちに、写真を握る手に力がこもっていた。気づけば写真が、少しだけ歪んでいる。

　両親の笑顔が滲みだしたと思えば、それは自分が涙を浮かべていたからだった。一度流したら止まらなくなりそうで、必死にこらえる。

「泣く暇があったら、少しでも動かなきゃ……。大丈夫、まだ大丈夫だから」

　そのとき、〈フローライト〉にお客さんの入店を知らせる鐘の音が響く。

「……行かなきゃ」

　桃花は涙を手でぬぐってから、頬をたたいて気合いを入れる。

　こんなことで落ち込んでいられないんだから！

　そして笑顔で「いらっしゃいませ！」と言いながら、入り口へと足を進めた。

「何よ、まだ挨拶できる元気あるんだ？　意外としぶといのね、あなた」

　そこにいたのは由依だった。にやにやと笑っている。

　桃花はキッと由衣を睨みつけながら、怒りをぶつけていく。

「こんなことして恥ずかしくないんですか？　私になんの恨みがあるんです」

　由依は答えず、店内を値踏みするように見渡した。桃花は彼女に詰め寄り、さらに言う。

「変な噂を立てて他人の店をつぶそうとするのが恥ずかしくないのかって、そう聞いてるんです！」

　すると由依は、鬱陶しそうに眉をひそめる。そして汚いものでも見るような冷めた目つきで、言った。

「あなたの店なんかどうでもいいのよ。私は彼さえ取り戻せれば、それだけで満足なんだから。だから、そうね……これはオマケってところ」

「取り戻す？　しかも彼って……誰のことを言ってるんですか？」

　由依が取り戻したがっている彼が、どうして私に関係あるっていうの？

「──あなたさ、いい加減にした方がいいわよ。今の状況わかってる？　どうしてあなたが余裕でいられるのよ！　……ムカつく。あなた、ムカつくわ！」

　そう言って由依は、ヒステリーでも起こしたかのように、〈フローライト〉の商品に八つ当たりを始める。販売用のミルや焙煎した珈琲豆を詰めた袋、店内の置物など、いたるものが床に落とされる。

「ちょっと、店の商品にあたらないでください！」

「うるさい！　だったらあたしの泰雅にも手を出さないでよ！」

「はあ？　どうしてここで泰雅さんの名前が出るんですか？」

　まさか、泰雅さんが何か関係してるの？　でも私、手なんか出してない。ああ、もう！　この由依って子、ホントに何なのよ！

「……私は許さない。アンタなんかに、泰雅は渡さないから。泰雅は、許嫁のあたしの物なのよ！」

「だから泰雅さんが──え、許嫁？　……ええ!?」

　この人が許嫁？　泰雅さんの？　それより、許嫁なんていたんだ……。私、そんなことまるで知らなかった……。

　桃花は複雑な気持ちになった。許嫁がいた事実、そんな話を自分が知らなかったことなど、ショックを隠しきれない。

　あれ？　でも、どうして私がショックを感じてるの？　これじゃあ、まるで私が泰雅さんのこと……。いやいや、ないわよ！　自分に素直になれないだけで意外と優しいし、近ごろは話しやすいけど、でも、そんなこと……！

「この際だから言っておくわ。──金輪際、あの屋敷には近づかないで。近づけば、この店をつぶすだけじゃ済まさない。二度と店を開けなくさせるから。いいわね！」

　由依は、慌てふためく桃花の顔に向けて人差し指をビシッと立て、最後通告だとばかりに宣言して、店を出て行った。

　屋敷？　え、どうして？　だってあそこにいるのって……。

　ポツンと一人取り残された桃花は、混乱して頭が痛くなる。

　まるで台風にでも襲われたような店内の状況は、桃花の心境とほとんど同じだった。




　五．




　どうにかして〈フローライト〉を立て直さないと。

　桃花はそう思ったが、思うだけで実際にはどうしたらいいのかわからない。

　すでに移動カフェができる状況にもなくなって、スタッフすら休ませている。

　せっかく店の経営も軌道に乗っていたのに、この前までの活気はどこにもなかった。

　ボーッとしていたからか、何やら外が騒がしいことに気がつく。

「……今度は何？」

　桃花は〈フローライト〉の入り口まで歩いていき、そっと外の状況を確認する。

　そこには、噂を聞いて集まってきた野次馬たちがたくさんいる。中には写真を撮るような人もいて、桃花は逃げるように店内へと顔を引っ込めた。誰かが吐く暴言も聞こえてくる。

　嫌だ……そんな言葉、聞きたくない！

　動く気力もなくなった桃花は、その場にしゃがみ込む。両手で耳をふさいで、雷に怯える小さな子供のように、かすかに体を震えさせた。

「……どうしてこうなっちゃうの？　私が何か悪いことしたの？　ねえ、誰か教えてよ……！」

　それは悲痛な叫びだった。

　今まで頑張って耐えていた想いが、まるで堤防が決壊したかのように、一気に溢れていく。泣かないと決めていたのに、瞳から大粒の涙が、ポロポロと流れ出す。

　桃花には、それを止めることはできなかった。

　惨めに泣き続けてどれくらい経っただろうか。

　いつの間にか外も静かになって、人だかりも消えていた。店には桃花しかいなかった。

「……私、どうしたらいいのかな」

　ポツリと漏れた言葉は、桃花の本音。思わず口をついて出てしまった。

　そのとき、ポケットに入れていた携帯がブブッと振動する。取り出して確認すると、一件のメッセージを受信している。それは、泰雅からだった。

　──調子はどうだ？　連絡がないから順調なのだろうが、もし何かあれば連絡しろよ。　まあ、あと二・三日で戻る予定だから、そしたらすぐにラテアートの出来を確認をする。準備はしておくように。

　そこには、ぶっきらぼうだけど、自分を心配している様子が感じられた。一見冷たく見える泰雅の言葉に含まれる優しさが、今の桃花にはたまらなく嬉しかった。

「……何よ。今こんなこと言われたら、私──」

　気づけば桃花は、泰雅に電話をかけていた。ほとんど無意識だった。

「桃花か？　どうした、何かあったのか？」

　泰雅はワンコール鳴るか鳴らないかのタイミングで、電話に出た。

「……泰雅さん？　あ、その……」

　何か言わなければと思うのだが、思うように言葉が出てこない。声を聞いただけで感情が高まって、抑えていた涙がジワッと滲む。

　泣いちゃダメ。泣いて心配かけちゃうのは、絶対に嫌。

　そう思って唇を噛みしめた。必死に涙を抑え込もうとする。

「何かあったんだな？」

　でも、耐えられなかった。涙が溢れ、ついには嗚咽まで漏れる。

「……泣いているのか？　……お前が泣くなんて、一体何があった？」

「泣いてなんか、ないからっ……！　何でもない、からっ……」

「俺に嘘なんかつくな。我慢しなくていい！　一体何があった？」

　我慢しなくていい。

　たった一言なのに、どんな多くの言葉より、桃花の心に響いた。その言葉を聞いただけで胸に温かい空気が流れ込み、救われたような気分になる。

　泰雅は真剣に心配してくれていた。私のために怒ってくれている。

「由依さんって人、に私っ……！　お店……〈フローライト〉が、壊されちゃうっ……！」

　涙声になってしまって、自分では言葉になっているかどうかも怪しく思えた。

「由依だと!?　あいつ、何を……！」

　泰雅が驚いた声を出す。息を呑む気配が伝わる声だった。




「由依のやつ、ふざけたことを！」

　今の状況をどうにか説明し終えたとき、桃花の涙はもう止まっていた。こらえていた感情が一気に溢れたおかげだろう。

「ねえ、許嫁って話……本当なの？」

「ああ。祖父が勝手に決めた縁談話で、正直言って迷惑だがな」

　泰雅は電話口で、心の底から嫌そうに言った。本当に迷惑だと思っているらしく、今もブツブツと文句を言っている。

「……何だ、よかった」

　許嫁の話は本当でも、泰雅にそのつもりはない。それを知ったことで、思わず桃花は、本音を漏らした。

　あれ？　どうして私、よかったなんて……？

　ホッと胸をなで下ろしている自分に、桃花は戸惑いを感じる。

「ともかく今から戻る。悪いが、もう少し我慢してくれ」

　泰雅の言葉は、桃花に大きな安心感をもたらした。さっきまで涙で泣きはらしていたのに、今は頬が緩んでいる。

「それから、俺が戻るまで店は閉めておけ。念のため、家から出ない方がいい」

「はい、わかりました」

「いいな？　絶対に俺が戻るまで、ジッとしてるんだぞ」

　何だか過保護な父親みたいな言い方をするので、少しおかしかった。でも、これが泰雅さんの優しさだと思うと、純粋にありがたい。

「……泰雅さん」

「心配するな。由依のことは私に任せて──」

「──ありがとう」

「……礼を言ってくれるのは嬉しいが、まだ何もしてないぞ。まったく、不思議なやつだな」

「不思議で悪かったですね」

「言っておくが、褒めてるんだぞ」

　泰雅と話したおかげで桃花は元気を取り戻した。いつの間にか、笑いながら軽口をたたけるほどになっていた。
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　翌日。

　玄関のチャイムが鳴って、桃花はのぞき穴から外を見た。するとそこには、篤人が立っている。そわそわしながら、アパートの前にいた。

　え？　どうして篤人がここに？

　疑問に思ったが、桃花は鍵を外して玄関を開けた。

「大丈夫、桃花ちゃん！　怪我とかしてない？　具合は？　嫌がらせとかされてない？」

「ちょ、ちょっと、どうしたの突然」

「あ、ああ、ごめん……」

　いきなり肩をつかまれたので、桃花は驚いて身をよじる。するとハッとした様子になって、篤人はすぐに手を離した。

「篤人くん、どうして？」

　変な心配をかけたくなくて、桃花は篤人には何も知らせていなかった。店の窮状を知っているのは、泰雅だけのはずだ。

「お客さんから変な話を聞いて、店に行ったんだよ。そしたら臨時休業になってるもんだから……何かあったんだよね？　相談、してくれればよかったのに」

「ごめん……。でも、絶対篤人くんにも迷惑かかるって思ったら……」

　なぜか、由衣は桃花に恨みを持っている。心当たりはないけど、それは確かだ。今は桃花だけを狙っているとはいえ、いつ周囲にまで手が及ぶとも限らない。

　それだけは、嫌だった。

「そんなの気にしないでいいのに。……桃花ちゃんさ、今って外に出られる？　ちょっと公園まで歩こう」

「え？　で、でも泰雅さん──モールの責任者なんだけど、その人に極力出るな、って言われてるから……」

「すぐそこの公園だし、俺がついてるから大丈夫だよ。久しぶりに桃花ちゃんと話したくってさ。それに、ずっと籠もってると気持ちまで沈んじゃうから」

　篤人の言うとおりだとは思う。しかし、泰雅との約束を破っていいのだろうか。

　でも、すぐそこの公園だって言うし、それなら。

「……わかった。私も気分転換したいから」

「ホント？　じゃあ、行こうか」

　そう言って差し出された篤人の手を、桃花はそっとつかんだ。




　近くの公園までは、ものの五分くらいで着いてしまった。

　最初、桃花は人目を気にしていたが、篤人がそばにいる安心感で、今では気にならなくなっている。

「桃花ちゃん、あそこで話そうか」

　篤人が指を向けたのは、雨風を凌げるほどしっかりした東屋。ずっと立ちっぱなしだと疲れるので、桃花もその提案に乗ることにする。

　中に置かれたベンチに腰掛けると、篤人が話を切り出した。

「さてと……、何があったの？　移動カフェだってすごい繁盛してたよね。よっぽどのことがなきゃ、今みたいにはならないと思うんだけど」

「それは……」

　言った方がいいとは思う。でも、篤人だって客商売。話したことが由依に知られたら、また同じことをしそうで怖い。

「もちろん、桃花ちゃんが嫌ならいいんだ。だけど、少なくとも話してくれれば力にはなれる。それに、桃花ちゃんには笑顔でいてもらいたいんだ。悩んで暗い顔の桃花ちゃんなんて、俺はちっとも見たくない」

「篤人くん……」

　篤人の優しい声は、聞くだけで気持ちがスッと楽になる。本心で思っている言葉というのもあるだろうけど、何より、頼れる兄みたいで落ち着くから。

「……実は、珈琲の中に虫が入ってたって騒いだ人がいて。その人に、悪い噂を流されちゃったの。それが一気に広まっちゃって……。もちろん虫なんて入れてないよ。確認したから」

　桃花はあえて明るく、困ったように笑いながら話す。

「何だよ、その嫌がらせ。冗談でもちっとも笑えないよ、それ」

　篤人は、自分のことのように苛立ちを露わにする、

　その姿を久しぶりに見て、桃花は「ああ、やっぱり優しいな」と実感する。

　そんな篤人の優しさに甘えて、少しずつ一部始終を話していった。
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「ちょっと寒くなってきたし、そろそろ戻ろうか」

「そうだね。戻ろっか」

　桃花も頷き、東屋のベンチから腰を上げる。そして一歩を踏み出そうとしたとき──。

「ちょっとあなた、どういうことよ！」

　ヒステリックな女性の声に、突然呼び止められる。

　声を聞いた瞬間、その人物が、今もっとも会いたくない人物であることがわかった。振り向こうとしたけど、体が強ばってうまく動かない。

　それに気づいた篤人が、桃花にそっと耳打ちしてくる。

「……まさか、この人？」

　言葉の出てこない桃花は、コクンと頷くことしかできなかった。

　篤人が「そっか」とつぶやいて、身を翻して由依と対峙する。

「君なんだね、桃花ちゃんの店にちょっかい出してるの。何のためにそんなことするの？　それが犯罪だってことがわからないのかい？」

　その言葉に、由依が冷たい声で返す。

「あなた、この男に話したんだ？　ふぅんあたしの泰雅と同じように、その男もたらし込んだってワケ。……黙ってないでなんか言ったらどうなの!?」

　桃花の背中に、由依の鋭い罵声が突き刺さる。

　その言葉で金縛りが解けて、桃花はゆっくりと由衣を振り返った。

　なんて暗い感情を秘めた瞳なんだろう。怒りで染まったような瞳は、桃花に恐怖を覚えさせた。見つめられるだけで口の中の水分が一気に抜けて、カラカラになる。

「わ、私は別に──」

「何が別になの？　他に男がいるのに泰雅を奪おうとしておいてさぁ！　……本気でお店つぶしてあげよっか？　言っとくけど、あたしなら簡単よ。北条グループの力を使ってね！」

　周囲に聞こえるほどの大声で、由依はそう言った。〈フローライト〉のときもそうだったが、ワザと大声を出している。桃花には、そう写った。

　けれども、それより気になるのは、由依の言った言葉。

「……北条グループ？　まさかあなた──」

「はんっ、今頃気づいたの？　そうよ、あたしは北条銀行頭取の娘。あなたとは住む世界が違うの！　わかったら土下座でもすればぁ？　ま、したところで許すつもりないけど」

　桃花の隣で、篤人が息を呑んだのが伝わってくる。

　目の前で暴言を吐く由衣の勢いに、意表を突かれてしまったようだ。

「あなたなんかが泰雅に近づくなんて、虫唾が走る。泰雅のこと何も知らないくせにさぁ！　彼のことを理解しているのはあたしだけ。それで十分なのよ。泰雅は、私といるのが一番幸せなのよ」

　──何も知らないくせに。

　桃花にとって、その言葉だけは看過できなかった。ずっと我慢してきたが、ついに堪忍袋の緒が切れてしまう。

「……そっちこそ、何を知ってるのよ」

「はぁ？」

「泰雅さんの何を知ってるのかって、そう聞いてるのよ！」

　桃花の突然の豹変ぶりに、由依が一歩後ずさった。きっと篤人も驚いているだろう。

　しかし桃花は、もう自分を抑えられなかった。

「泰雅さんが無邪気に笑うってこと、あなたは知ってる？　普段はぶっきらぼうで冷たいことを言ったりするけど、それは不器用なだけで、本当は優しい人だってことも知ってるの？　仕事だからって、無理に自分を作ってるってこと、あなたは知ってるの!?」

「な、何よいきなり……！」

「答えて！」

　桃花がにらむと、たじろぎながら由依が言う。

「し、知らないわよそんなの！」

「だったらあなただって、私と大差ない。いえ、私の方が知ってるわ。少なくとも、上辺だけしか見てないあなたより！」

　どうして自分がここまで声を荒げているのか、桃花自身わからない。

　しかし、由依にとやかく言われることは堪えられなかった。

　泰雅をたぶらかした心当たりもなければ、豪邸の立ち入りを禁止される理由もわからない。しかし桃花は、この人には負けたくないと強く思った。〈フローライト〉をめちゃくちゃにされた上に、言われ放題で終わるわけにはいかない！

「……ムカつく。いいわ、もう手加減するのは止める。今すぐにここで！　あなたの店をまっさらにしてあげる！　お祖父様に一本電話入れるだけ、それで終了。泣いたって無駄よ」

　そう言って、由依は鞄の中から派手に装飾されたスマホを取り出した。

「ちょ、ちょっと二人とも！　落ち着いて！」

　焦る篤人とは対照的に、なぜか桃花は冷静だった。

　ため込んでいた思いをぶつけたからか、不思議と気持ちはスッキリしている。

　泰雅さん、ごめんなさい。でも私、あなたのことで、この人に負けたくない。

「〈フローライト〉だっけ？　じゃあね、今までご苦労様で──」

　そうして由依が、指で通話ボタンを押そうとしたとき。公園の中に一台の車が入ってきた。

　ヘッドライトが眩しくて驚いたのか、由依は通話ボタンを押すことができなかったらしい。訝しげな目を、車に向けている。

　それは、黒一色のセダン。桃花が一度、乗ったことのある車だった。

「こんなところにいたのか……」

「泰雅さん！」

　扉を開けて降りてきたのは、泰雅だった。久しぶりに姿を目にして、桃花は安堵すると同時に胸がトクンと弾んだ。

「おい、電話したんだぞ」

「え、電話？　ああ、ごめんなさい。全然気づかなかった……」

「外に出るなとあれほど言っただろうが」

　不機嫌そうに眉根を寄せて言う泰雅。でも、自分を心配してくれているからだとわかっているので、桃花は少しも気にならなかった。

「だが、意外と元気そうで安心した。……心配させるな」

　そう言って泰雅は、珈琲を飲んだときのように、無邪気に笑う。

　桃花は、やっぱりこの笑顔が好きだなと、心の中で強く思う。見ただけで胸がキュッと締めつけられる。

「ちょっと泰雅？　なんでそんなつまらない女のところに行くのよ。真っ先にあたしのとこに来なさいよ！」

「……俺は由依と話がある。悪いが、後で連絡する」

　そう言って、泰雅は由衣の方へと踵を返す。

　せっかく会ったのに、もう行っちゃうんだ……。

　心がモヤモヤして、自分でもわかるほど落ち込む桃花。もっと話がしたいと思う。行かないでと思ってしまう。

　何だかとても、息が苦しい。

　それは、どこかタイガに抱く感情と似ていた。でも今は、泰雅への想いの方が胸を切なくさせる。

「とりあえず乗れ。話はそれからだ」

「ふん、強引なんだから。……運が良いわね、あなた。泰雅に免じて今日は見逃してやるわ」

　由依を助手席に乗せた泰雅が、一度だけ桃花の方を振り返った。しかし、すぐに運転席に乗り込んでしまう。

　桃花は動き出したセダンが見えなくなるまで、ずっと目で追っていた。




　◇　◇　◇




「今の男の人って、まさか真宮グループの……？」

　泰雅たちがいなくなってから、ポツリとつぶやく篤人。

「そうよ。真宮泰雅って言って、彼が責任者なの。ああ見えて、意外と優しいのよ」

　頬を緩めながらそう言うと、少し逡巡してから篤人が言葉をかけてくる。

「ああ、そういうことか。桃花ちゃん、あの人のことが好きなんだね」

「え？　私が、泰雅さんを……？」

　予想だにしなかったことを言われて、桃花はドギマギしてしまう。

　……好き？　好きって何？　人としてとかそういうこと、だよね？　まさか、異性としてってことじゃ、ないよね？　ちょ、ちょっと待って！　だとしたら私──。

　突然、自分の気持ちを自覚した桃花は、一気に顔まで熱くなった。

　ブンブンと手を振って否定してみたけど、それは好きだと認めたようなもの。

　私が泰雅さんを好き？　た、確かに魅力的だけど、でも好きだなんて……！

　胸の鼓動がまるで耳の近くで鳴っているようで、落ち着かない。こんな感覚になるのは初めてで、全身が戸惑いに包まれる。

「言っておくけど、俺も好きだからね」

　しばらくして、篤人がそう言った。見れば、真剣な表情で見つめてくる。

「え？　それって、その……泰雅さんのこと？」

「あははっ！　違うよ、もしそうだったら色々マズくない？」

「だ、だよね！　ごめん、ちょっと混乱しちゃって」

「好きなのは、桃花ちゃんのこと」

「……へ？　あ、えと、その……!?」

　動揺に次ぐ動揺で、桃花の頭は完全に混乱してしまう。

　い、今のって、まさか告白？　え、篤人くんが、私に告白？　え？　えぇっ!?

「いきなりごめん。でも、今伝えなきゃ後悔になると思って。返事は今度でいいからね、〈fragile〉で待ってる」

　わけがわからなくなって、桃花はぎこちなく笑い返すしかできなかった。





第五章　ラテアートに想いをのせて




　一．




　篤人に突然告白をされて、数日が経った。

　桃花は何をしていても集中できず、今日も早い時間から、自室のベッドに潜り込んでいた。

　頭の中では、告白をされたときの光景が何度も再生される。

「はぁ……。私、どうしちゃったんだろ」

　桃花の頭の中では、三人の男性への想いがせめぎ合っていた。

　正直桃花は、泰雅にも、タイガにも、篤人にも、全員に少なからず好意を抱いている。

　中には人として好き、という感情もあると思う。でも、桃花は十年近くも恋愛と無縁の生活を送ってきた。そのせいで、自分が本当は誰に恋愛感情を抱いているのか、全くわからない。

　篤人に関しては、告白されて意識するようになったことも否定できない。しかし、タイガと泰雅は？

　考えても答えは出ない。堂々巡りするばかり。

「好きって、いったいなんなのよ！」

　髪の毛を乱雑にかき乱しながら、桃花はお手上げの姿勢になった。

　そんなとき、玄関のチャイムが鳴る。

　身体を起こして立ち上がり、玄関まで近づいていく。そしてゆっくりとドアスコープを覗いてみると、そこにいたのは由依と泰雅の二人。

　いったい何だろうと思いながら、桃花は一度深呼吸して、扉を開けた。




　◇　◇　◇




「コイツとの婚約は解消した」

　開口一番、泰雅がそう言った。隣では不服そうに頬を膨らませた由依が、鋭い目つきで睨んでいる。いっそ清々しく感じるほど、桃花は嫌われているらしい。

　桃花は二人が婚約を解消したと聞いて、自分にだってチャンスがあると、ふいに思ってしまう。

「解消って……？」

「コイツの悪事を祖父に話したんだ。〈フローライト〉は真宮グループの管理下にある。そこを狙ったとあっては、真宮にケンカを売ったといっても過言じゃないだろ？」

「だから、この前から言ってるじゃん！　あたしはこの女が泰雅にちょっかい出すのがウザかっただけで……」

「言っておくが、北条グループと縁を切るという話まで出たんだぞ。婚約解消のみで済んだことに感謝してもらいたいくらいだ」

　泰雅がそう言うと、由依は完全に黙ってしまう。

　その姿はまるで、ふてくされた子供のようだ。依存していた親から見捨てられた、そんな哀愁が漂っている。

「それとデマの被害だが、コラボ企画を成功させれば、みんな忘れるはずだ。北条銀行が店の修繕資金を肩代わりする約束も取りつけた。このまま行けば、数日で営業が再開できる」

　要するに、元通りとはいかなくても営業は続けられる、ということらしい。

「色々ありがとうございます。私一人だったらどうなってたか……」

　何から何までおんぶにだっこなので、桃花は申し訳ない気持ちになる。泰雅がいなかったら移動カフェも始まっていなかった。泰雅は、よほどの凄腕なのだろう。

「それで由依。お前、桃花に言わなきゃならないことがあるだろう？」

「な、何よ！　私から言うことなんて──」

「いいから言え」

「で、でも」

「言え」

　迷う素振りを見せながらも、由依はしぶしぶ頭を下げる。

「……ごめん、なさい」

　泰雅に言われて仕方なく、という感じだったけれど、悪いことをした自覚はあるらしい。

「ふん、これでいいんでしょ！」

　由依はそう言うと、哀しくて泣きそうな表情を浮かべて泰雅を見た。そしてふてくされたようにそっぽを向き、さっさと立ち去った。

「おい、由依！　……ったく。済まないな、本当なら訴えてもいいぐらいなのに」

「いいですよ。お店が元に戻せるだけで、私は満足ですから」

　その気持ちは本心だった。

「でも、わざわざ家まで来なくても」

　すると頬を指でかきながら、言いづらそうに泰雅は言う。

「……由衣のことも、店の再開のことも、早く知らせて安心させたかったんだ」

　どうやら、最初から最後まで私を心配してくれているみたいだ。

　桃花の胸が、またトクンと跳ね上がる。

　思えばコラボ企画より以前のときも、移動カフェが始まったときも、倒れたときだって。泰雅さんはいつも心配してくれていた。もちろんタイガだってそうだけど、そばで見守ってくれたのは、泰雅さんだ。

　そう。泰雅さんは、ずっと私のそばに寄り添ってくれていた。厳しいことも言うけれど、全部が私のためで。今だって〈フローライト〉を守ってくれて。

　私だって泰雅さんの側にいて、助けになりたい。

「……そっか。やっぱり私、泰雅さんのこと──」

「ん？　俺がどうした？」

「──ううん、何でもありません」

　泰雅の言葉に首を振って、桃花は照れたような笑顔でそう言った。

　すると泰雅は、納得したように頷く。

「やはり桃花は、笑顔が一番だな」

　そう言って泰雅は、嬉しそうに微笑んだ。

　その笑顔を見て、桃花は自分の気持ちにようやく整理をつける。

　私は、本当に泰雅が好きなんだと。




　二．




　泰雅への想いに気づいてから数日。

　桃花は、閉店後の〈fragile〉の店の前にいた。

　意を決して扉に手を伸ばし、ゆっくりと開けていく。

　お客の入店を知らせる鐘の音が、閉店後の店内に響きわたる。

　桃花は中に入ってすぐに、篤人の姿を目で探した。

　すると、喫茶スペースの椅子に腰かけて、窓の外を見つめている篤人を目にとめる。どこか遠くを見ているようだった。

　気づいたようで、篤人がこちらに顔を向ける。

「お、桃花ちゃん。わざわざ来てくれたってことは、もしかしてこの前の返事かな？」

「うん、そんなところ」

「ちょっと待って。心の準備をするから」

　篤人は椅子から立ち上がり、目をつむってから大きく深呼吸する。

「どうぞ」

　人好きのする笑顔を浮かべながら、篤人は返事の先をうながす。

　桃花は、篤人のその覚悟にきちんと応えなければと、自分で決めたことを言葉にして伝えることにした。

「あのときの告白、嬉しかった。ドキッとさせられたし、まさか篤人くんから言われるとは思わなかったから。だって、ずっとお兄ちゃんみたいだと思ってたから」

「そう言ってもらえると、伝えた甲斐があったかな」

「でも、私……ごめんなさい！　篤人くんの気持ちには応えられない。だって私が好きなのは、泰雅さんだって気づいたから。だから、受け取れません！」

　それだけ言って、桃花は篤人に頭を下げた。

　篤人は黙っている。それはほんの数秒なのに、とても長く感じられた。

　やがて篤人が口を開く。

「そっか、ダメかぁ。はは、いざ言われちゃうと、コレってかなり堪えるね」

　乾いた笑いをあげながら、篤人はそう言った。

「篤人くん、まさか私のために……？」

　もしかして、最初から結果がわかっていたのかもしれない。

　篤人の笑顔を見て、桃花はそう感じた。

「何のこと？　ていうか、こんなイケメン振ったんだから、絶対うまくいってくれよ。後悔しないようにね、桃花ちゃん」

　篤人はそう言って、桃花の額を指で軽くトンッと押す。

「ありがと、篤人くん」

　桃花はおどけた篤人の仕草に、額を押さえながら笑みをこぼした。




　三．




　桃花は〈fragile〉を出て、そのままタイガのいる豪邸へと向かった。足取りが、とても重く感じられる。

　しかし、そんな時に限って、今日はずっと着かない方がいいとさえ思う。

　だけどそんなときこそ、意外と早く着いてしまうもの。

「もう着いちゃった……」

　桃花が門扉に取りつけてあるインターフォンを押すと、出てきたのは執事だった。

「これは桃花さん。お久しぶりですね」

「そうですね。あの、タイガさんいらっしゃいますか？　連絡したんですけど、返事をもらえなくって……」

「ご主人様ですか？　あいにく、まだ戻られておりません。私でよければ、何かお伝えいたしますが」

　幸か不幸か、タイガは不在だった。ただ、出張から戻ってきているのは確からしい。連絡がないので不安だったけれど、心配なさそうで安心だ。

　できればもう一度だけ珈琲を淹れたかった。しかし、いないのなら仕方ない。

「この手紙を、渡してもらえませんか？」

　──好きな人ができました。想うだけで胸が苦しくなるほどなんです。だから私、これ以上あなたに甘えられません。

　手紙には、専属バリスタを辞めさせてほしい旨を書いてある。

　急に辞めるというのは勝手だと思うけど、これがタイガへの誠意だと思って決断した。

　私は、泰雅さんへの想いを貫くことにしたの。だから名残惜しいけど、タイガさんからこれ以上、厚意を受けるわけにはいかない。それは、自分のためでもあるから。

「かしこまりました。ですが、ご自分で直接渡さなくてもよいのですか？」

「いいんです。想いをお伝えできたら、私はそれでいいんです」

　まるで自分自身に言い聞かせるように、桃花はそう言った。

　いいのよ、これで。最後に一度会いたいけど、でも会ったら言いにくくなる。だから、手紙にしたんだもの。これで、いいのよ。

　執事は、それ以上何も言わなかった。

　彼と会うのも今日で最後だと思うと、とても寂しく感じてしまう桃花だった。




　四．




　由依の一件が落ちついたことで、少しずつだがお客様が戻ってきた。とはいえ最盛期に比べたらまだまだ少ない。だからこそ、コラボ企画は絶対に成功させなければならなかった。

　桃花は、これまで移動カフェでいくつもラテアートを作ってきた。今日は最終的に完成したラテアートで、コラボ企画を正式にスタートするか判断してもらう予定となっている。

　審査するのは〈ベアブレッド〉の数名と泰雅で、ここでゴーサインが出れば商品として完成となるわけだ。

　正直なところ、桃花は結果に関して何も心配していない。

　泰雅やみんなの協力を得て、ラテアートは今の形になったのだから。

　現に、ほとんどの人が「絶対ヒットする」と太鼓判を押してくれている。あとは、泰雅がどんな評価を下すか、それにかかっていた。

「これが完成形ってことか。いいんじゃないか？　絵柄の種類も豊富だし、何より可愛らしいから客受けがよさそうだ。期待以上だな」

「ホントですか？　ありがとうございます！　そんなベタ褒めしてもらえるなんて思っていませんでしたっ」

　泰雅の評価が高くて、桃花はとても嬉しかった。まるで自分のことを褒められたように思えて、心が舞い上がる。

　桃花は泰雅のことが好きだと自覚したけれど、想いを伝えるのは、企画が成功してからにしようと思っている。

　想いはいつだって伝えられる。だったら今は、企画のことだけに集中したい。そう思ってのことだった。

　今は仕事に集中しなきゃ。

　泰雅さんだって忙しいんだから、落ち着くまでは我慢！

　そう思い、今までで一番といえるぐらい、桃花は仕事に没頭していった。




　◇　◇　◇




　噂がまだ影響を残しているのか、コラボ企画を始めた当初はあまり人が来なかった。

　しかし、気づけば以前と同じ──いや、それ以上の集客数になっている。限定販売のラテパンセットの味、想いを伝えるラテアートが女性に受け、口コミがどんどん広がったのだ。移動カフェ限定での企画だったが、いい宣伝となり、どちらの店も予想以上に大盛況。それこそ溢れるお客様で、てんやわんやになるくらいだった。

　落ち着いたころに気持ちを伝えよう。

　桃花はそう決心していたが、思っているだけで数日があっという間に過ぎていった。

　泰雅の方も、別の仕事で多忙を極めているようだ。

　このままだと、泰雅に気持ちを伝えることができない。今は企画で一緒だが、終わってしまえば会うこと自体が難しくなってしまうのだ。

　桃花は焦るが、泰雅との距離が縮まる兆しはない。

　そんなとき、泰雅が別の地区に移るという噂を耳にする。

「……泰雅さんがいなくなったら、〈フローライト〉に何かあったとき、誰に相談すればいいのよ。泰雅さんじゃなきゃ、私は……」

　その思いは、とても切実だった。

　そんなとき、桃花の携帯がメールを着信する。接客が落ち着いた、午後の時間帯だった。

　見れば、それはタイガからだった。

　──明日の夜に家まで来てほしい。手紙で別れを告げられるなんて、やっぱり納得できないんだ。最後にもう一度、桃花の珈琲が飲みたい。

　それは、タイガからの最後の誘い。

　行くべきか迷ったけど、正直言えば桃花だって、最後に一度くらいは会いたかった。

「でも、なんで今回に限って夜なんだろう？　今までずっと朝だったのに……」

　唯一の疑問は、それだけだった。
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　二度と来ることはないと思っていた豪邸は、以前なら自分には場違いに思えて気後れすることが多かった。

「あれ？　ここってこんなに……」

　しかし、久しぶりに来た豪邸はとても懐かしく、それでいて心地よく感じる。

「そういえば、ここから色々始まったのよね」

　思えば、ここでタイガに出会わなければ、〈フローライト〉が成功することもなかっただろう。そんな風に考えると、妙に感慨深い。

　ずっとここにいたら、離れたくなくなっちゃいそう……。

　心の中でそう思いながら、桃花は豪邸の入り口に向かった。




「またお会いしましたね、桃花さん」

「ええ、なんかまた来てしまいました」

　入り口の扉の前で、執事が待っていた。

　桃花はそんな執事にうながされ、豪邸の中へと足を踏み入れていく。

　廊下を進んでいくと、かすかに珈琲の香りが漂ってくる。

　もしかして、タイガさんが自分で淹れてるのかな。でも、この甘い香りは馴染みがない。

　やがていつもの部屋にたどり着くと、中で何やら作業している男性がいる。背中だけしか見えないので、何者なのか、まったくわからない。

　タイガとの間に立ちはだかっていた衝立も、今夜に限って見当たらなかった。

「ご主人様、桃花さんをお連れしました」

「そうか、ありがとう。悪いけど、席を外してもらえるかな？」

「はい、かしこまりました」

　執事は、言われたとおりに室内から姿を消してしまう。

「ご主人って……え!?」

　桃花が驚いた声を上げると、タイガは背中を震わせてクスクスと笑っている。

　タイガはカウンターのような場所で作業していて、その上にはいくつもコーヒーカップが置かれている。遠くてよく見えないけど、ラテアートに挑戦しているらしい。

　近づいてラテアートを見ると、全部が同じ絵柄だった。

　タイガさんって、泰雅さんみたいに意外と不器用なのね。ちょっと可愛いかも。

　思わず桃花は、クスッと笑う。

　絵柄は全部二つ葉のハートクローバー。二つ揃えば幸せの四つ葉になり、両想いだとわかる恋のラテアート。

「これって、私が泰雅さんと一緒に作ったラテアート……？」

　それは、絵柄で想いを伝えるコンセプトを持つラテアート。

　タイガさんには教えてないはずなのに……。

「やっぱり、君みたいに綺麗にはできないものだね」

　突然、言葉が降ってくる。その声に、桃花はとても聞き覚えがあった。

　そうしてタイガが振り返ったとき、そこに立っていたのは──。

「な、何で!?　どうしてあなたがここに……？　ねえ、泰雅さん？」

「どうしてだと思う？」

　目の前にいたのは、間違いなく泰雅。

〈フローライト〉で見せる冷たい表情ではなく、柔らかな笑顔の泰雅が、そこに立っていた。

「どういう、こと……？」

　わけがわからず、桃花は完全に言葉を失ってしまった。
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　泰雅を見つめたまま、桃花は混乱する頭を必死に整理しようとする。

　どうして泰雅さんが、タイガさんの豪邸に？

　それに、なんでこのラテアートを作ってるの？

　頭の中が疑問符だらけで、もしかしたら夢の中にいるんじゃないかとさえ思ってしまう。

「驚かせちゃったかな」

　困惑している桃花をおかしそうに眺めながら、泰雅は言う。

「それとも、驚くなって言った方がいいか？」

　今度はわかりやすく声音を変えて、そう言った。

「その声……！」

　どちらの声も、桃花は聞いたことがある。

　柔らかく、包み込むような声は、まさしくタイガの声。

　それとは対称的に冷たく突き放すような声は、何度も会っている泰雅のそれだ。

　これって一体、どういうこと？　まさか泰雅って……？

　桃花の中で、バラバラだったピースが埋められていく。

　もしかしたら……いや、そんなはずはない。自分の想像が信じられなくて、桃花はだんだん胸が苦しくなってきた。

「騙すようなことをして悪いと思ってる。そのせいで、君には迷惑をかけてしまった。ごめん」

　そう言って、泰雅はゆっくりと頭を下げる。

　その動き、言葉づかい、声のトーン……どれもがタイガのイメージとつながって、ようやく答えが導かれた。

「あなたが……泰雅さんが、タイガさんだったのね……」

　噛みしめるように桃花が言うと、泰雅は下げていた顔を上げ、恥ずかしそうに笑う。

「ずっと、こうして会いたかった」

　その自然な笑顔を見ただけで、桃花の心はときめきを感じていた。

「でも、どうして？　なんでわざわざタイガさんを名乗って、この屋敷では姿を見せないでいたんですか……？」

「俺だと気づかれたくなくて」

　泰雅は、不格好な絵柄を浮かべたラテアートをカウンターに置いて、そう言った。

「……正直言うと、最初は桃花のことを面白い子だなって思っただけなんだ。気が強くて俺にどんどん突っかかってくるけど、根性あるし」

　まるで種明かしをするように、淡々と語っていく泰雅。

「俺が真宮グループの関係者だってこと、なんとなく気づいていたでしょ？」

　桃花は一度だけ頷いて言う。

「それは、なんとなく。でも、仕事には関係ないことだし……」

　気づかないわけがない。だって、初めて逢ったとき「真宮泰雅」って名乗ってたんだから。

「俺が社長でも？」

「関係ない──って、え？　社長……？」

　予想だにしなかった言葉に、桃花は唖然としてしまう。しかし、泰雅がウソをついているようには見えない。まさか、本当に？

「働いている人たちは、みんな知らないよ。伝えてないから。そんな肩書き、モールみたいな場所だと隠した方が便利なんだよ」

　どうやら本当のことみたいだ。でも、それなら出張だとか、豪邸に住んでいること、由依という許嫁の存在も納得できる。まさか、そんなスゴい人だったなんて……。

「ともかく、たいていの人は社長に食ってかかったりなんかしない。もちろん、真宮グループの人にだってね。でも、君は立場とか関係なくぶつかってきた。だからちょっと協力してみようかなって、そう思ったんだよ。そこで思いついたのが、別の人として会うってこと」

「……まさか、執事さんからのあの電話？」

「ああ、ワザと電話をかけさせた。姿を隠してたのも、見られたらバレるって思ったからだよ。でも、関わっていくうちにどんどん気になって……。もうさ、君の淹れる珈琲が反則。あんなの淹れられたら、気にするなって方が無理。案の定、気づいたら君を好きになっていた」

「あ、ありがとう。でも、普通に淹れただけなのに」

　桃花の言葉に、泰雅はゆっくりと首を振る。

「俺にとっては特別な味だよ。何とか気を引きたくなっちゃって、エプロンだって、毎日の贈り物だって、コラボ企画だって……何でも協力してあげたいと思うほどにね」

　恥ずかしくて仕方ないのか、泰雅は顔を赤らめ、照れながらそう言った。

「はは、今思えばバカだと思うよ。独り占めしたくて専属バリスタにするなんて、無理も言っちゃって──」

「そんなことないです！」

「……え？」

「バカだなんてそんなこと、ちっとも思ってないです！　私、全部嬉しかったんですよ？　エプロンなんて宝物だし、贈り物なんて、何だろうって気になって仕方なかったんです。　泰雅さんにしてもらったから、泰雅さんだからこそ嬉しいの！　だから私、あなたには感謝しかしてない。そんなこと言わないで……！」

　今まで抑えていたからか、勢いよく口をついて出たのは、そんな言葉だった。

　でも、これが桃花の本心。泰雅に惹かれるキッカケとなった様々な想い出を、そんな風に否定してほしくなかった。

　桃花の言葉に意表をつかれたように、少し驚いた表情をする泰雅。しかし、すぐに笑顔に戻って言う。

「なんだか俺たち、ずっとこんなこと言ってそうだね」

「……そうかも」

「だから、先に聞いておかなきゃいけないことがある」

　そう言うと、泰雅はカウンターに置いたままのコーヒーカップをを手に取って、桃花の目の前にそれを置く。中には崩れたクローバーのラテアートが描かれていた。そして泰雅は、いきなり切り出した

「これが俺の気持ちだよ。もし受け取ってくれるなら、返事が欲しい」

　泰雅は真剣な表情で、強い目線で見つめてくる。

「タイガとしては一度別れを告げられたのに、女々しいとは思う。だけど俺は、やっぱり君が──桃花が好きだ。離したくない」

　私のこと、そんな風に思ってくれてたんだ……。

　思ってもみなかった展開に桃花は驚くけど、告白が嬉しくて、自然と頬がゆるむ。心臓が痛いくらいにトクンと鳴り続け、胸がキュウッと締めつけられる。

「……書斎で待ってる」

　泰雅はそう言って、桃花のそばから離れていった。

　姿が見えなくなると、桃花の頭の中に、不安がぐるぐると渦を巻く。

　泰雅さんと自分は釣り合うのか？

　私みたいな普通の人間が、こんな人のそばにいて良い資格があるのだろうか？

　本当に、泰雅さんの助けになれる？

　嬉しいのに、後ろ向きな疑問が浮かんでは消えていく。

　住む世界が違う……そんなことすら考えてしまう。

　その感情も、桃花の本心には違いない。偽りじゃない、本当の気持ちだ。

　でも、桃花は思う。泰雅さんだからずっと一緒にいたい……それが一番強く思っていることなんだと。

　悩み抜いた結果、桃花の答えは一つに固まっていた。

　後はその気持ちを、自信を持って泰雅に伝える。そう強く意気込んで、桃花は書斎に向かうことに決めた。




　七．




「これが私の、答えです」

　書斎の椅子に座って、本を読みながら待っていた泰雅。

　ラテアートを書斎の机の上に置きながら、桃花はそう言った。そこには、桃花の想いを表した絵柄が描かれている。

「これが桃花の返事で、いいんだよね？」

「だって、これしか考えられないわ」

　そこに迷いは、もうなかった。自分でも驚くほど、心は晴れ晴れとしていた。

　泰雅は、しばらく黙っている。ジッと見つめたまま、ラテアートから目を離さない。

　桃花がラテアートに描いた絵柄は──二つ葉のハートクローバー。恋人のものと合わせることで四つ葉となるアイデアで、それはつまり……。

「キザなことするし、意外といじわるだし、色んな意味で不器用だけど……でも私、そんな泰雅さんが好き。私を、あなたの隣にいさせてください」

「なんだよそれ。褒められてる気がしないんだけど……」

「ふふっ。でも、私の中では褒めまくりなんですよ」

　二人はお互いの軽口の応酬がおかしくて、思わず吹き出してしまった。

　そしてひとしきり笑いあってから、泰雅がおどけた表情で言う。

「俺も好きだよ、桃花」

「言っておくけど、私の方が何倍も好きですからっ」

　それだけは譲れないとばかりに桃花が言うと、泰雅の身体が近づいてくる。

　そして軽く頭をなでてから、そっと口づけが落とされた。

「あっ……」

「隙だらけ」

　桃花の頬が、カーッと熱くなる。

「もうっ、いじわる！」

「桃花が可愛くて魅力的だからね」

　でも、こんないじわるなら、もっとしてほしい。

　今の桃花なら、そう思える。

　そして泰雅の笑顔に吸い込まれるように、今度は自分から、求めるように、そっと口づけを返した。

　止まらなくなったのか、泰雅の口づけが情熱的になっていく。額や頬に唇に、何度も口づけられる。

「桃花はこれからもずっと、俺の専属バリスタでいるんだぞ……」

　そう言いながら泰雅は、桃花を胸元に引き寄せる。

　桃花は泰雅の暖かな体温と速まる鼓動を感じながら、そっと目を閉じた。
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「ねえ、桃花」

　初めて入った泰雅の部屋で、周囲をぼんやりとした表情で眺めていた桃花は、突然後ろから声をかけられる。

　背後から腕が回ってきて、壊れ物を扱うようにそっと抱きしめられた。桃花は驚いてバランスを崩し、そのままベッドに押し倒されてしまう。

　ゆっくりと肩越しに振り返ると、顎に手を添えられて、甘く口づけをされる。

「ん……」

　どこまでも優しくとろけそうなキスに、桃花の身体から力が抜けていった。

　キスだけでこんなに感じてしまうなんて。でも、嫌じゃない……。

　波打つ鼓動が大きくなっていき、どうにかなってしまいそうになる桃花。

　何とかこらえて瞳を開けると、慈しむような笑顔を浮かべた泰雅が、優しく見つめている。さらに鼓動は高まって、今にも破裂しそうなほど高鳴っていく。

「もっとこっちにおいで」

「あ……」

　再び唇を重ねられて、気がつくと桃花は貪欲に泰雅を求めていた。甘い痺れを腰に感じる。互いのくぐもった声を聞きながら、桃花は陶酔の波におぼれて息もできなくなってしまう。

「ん……泰雅さん」

「どうしたの？　何か言いたそうだけど」

　ニヤリと口元を緩ませながら、泰雅がそう言った。

「もうっ、わかってるくせに」

　相手に言わせようとするなんて、ホントにいじわるなんだから。

　全身が陶酔感に包まれて、今度は桃花から泰雅の唇に迫っていく。

　なんだかんだ言っても、私はやっぱり、泰雅さんのことが好きなんだなぁ。

　泰雅のいじわるな態度も、優しい姿も、今は全部が好きだと思えた。

　首筋を這う唇からもれる吐息に、身体の中心が反応して疼く。愛しい人を全身で受け入れることがこんなに嬉しいことだと、桃花は始めて知った。

「桃花……？」

　いつの間にか、瞳から涙が溢れていた。こぼれた滴が、シーツに染み込んでいく。

　泰雅が唇で涙をすくってくれたけれど、なぜか涙は止まらない。優しくされるほど、涙が溢れてくる。

「……やっぱり、止めようか？」

「ううん、違うの」

　泰雅の腕をつかんだ桃花は、震える声で言った。

「嬉しいの……あなたと一緒になれることが」

　その震える声を聞きながら、泰雅は桃花の頭を優しく撫でる。慈しむような、そんな触れ方だった。

「そんなの、俺も同じだよ。ずっとこうしたかった。何度も自分の本当の気持ちを伝えたいと思ってたんだから」

「え……？」

「でも、よかった。こうなるのが嫌だから泣いてるんじゃなくて……」

　ホッとしたように笑う泰雅。

　そうなんだ。泰雅さんも私と同じで、不安に思うことがあるんだ……。

　そう思ったら、涙は自然と止まっていた。

「嫌なわけないよ。泰雅さんにこうして抱かれること、私はちっとも嫌じゃない」

「ありがとう。じゃあ、もっと愛しても平気だね？」

　泰雅は桃花を抱きしめて、首筋に口づけをする。桃花は応えるように泰雅の背中に手を回した。

　愛おしいという想いが溢れてくる。もうこれ以上幸せな時間はないのではないか。時間が今のまま止まってくれればいいのに……と、桃花は願う。

「……桃花、もう離さない」

　互いの鼓動が混ざり、溶け合って、一つになる。気持ちが、想いが、満たし満たされていく。ときおり聞こえる泰雅の艶めかしい吐息を感じるたびに、桃花の全身が疼いた。

　離れろって言っても、絶対に離れないんだから。

　泰雅の熱情を全身で感じながら強く思い、抱きしめる腕に力がこもる。

　桃花は熱の波にさらされながら、恍惚とした瞳で泰雅を見つめた。





〈了〉
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